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基本構想

基本計画

実施計画

第１章 実施計画の概要 

1. 基本的な考え方 

総合振興計画は、行政運営の基本方針として村の最上位計画に位置づけられている計画であ

り,将来のむらづくりの基本理念、その将来像「さわやか高原公園都市にしごう」を実現するた

めの政策の方向性、具体的施策などを体系化し、それに取り組む行動の指針を明示するもので

す。 

総合振興計画は,基本構想,基本計画及び実施計画で構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 基本構想 

基本構想は、村の目指す将来像と目標を明らかにし、これらを実現するための基本的な施策の

大綱を示すもので、村政運営を総合的かつ計画的に行う指針となるものです。 

基本構想の期間は、平成29年度から令和8年度の10年間です。 

 

3. 基本計画 

 基本構想において、設定した村の将来目標や基本施策を実現するために必要な手段、施策を体

系的に明らかにするものです。 

 

4. 実施計画 

 基本計画の施策に基づいて、事業内容や実施時期を明らかにし、行財政運営の指針とするもの

です。 

 

5. 計画の期間 

 実施計画は、基本施策に基づいて実施する各事務事業の具体的な内容、時期を明らかにしたも

のであり、計画期間における事業の優先順位の決定と予算化の方向を定めるものです。また、社

会経済情勢の変化や緊急性に対応した新たな事業との整合を図るためローリングシステムを採る

ものとします。 

 期間は、令和元年度から令和3年度までの３ヶ年とします。 

総合振興計画の構成 

予 算 化 
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H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 

          

          

          

 

6. 対象事業 

 実施計画の対象事業は、令和元年度から令和３年度の間に開始または実施される事業であり、

次のいずれかに該当する事業とします。 

ア 第四次総合振興計画において、各施策における主要事業 

イ 計画期間中に想定される事業費がソフト事業で１００万円以上、ハード事業で１，０００万

円以上のもの 

ウ その他、村長が必要と認めた事業。ただし、人件費、公債費、災害復旧費、及び一般的な事

務費は除く。 

 

7. 事業費 

 この実施計画の事業費は、事務事業の実施に要する経費の概算を示すものであり、向こう 

３年間の予算化を保証するものではありません。 

 各年度の予算については、その時点における財政状況に応じ、再度検証・編成されたのち 

に、議会の議決を受け、効果的な執行を目指すこととなります。 

 

8. 実施計画の進行管理について 

実施計画は、基本計画に定める分野ごとの基本施策の方向性に沿って、その目標の実現を目指

す手段となる具体的な事業計画です。実施計画に掲げる事務事業を効率的かつ効果的に進めるた

め、また、計画期間中の社会経済状況や村民ニーズの変化に柔軟に対応していくため、計画・評

価・予算が密接に連携した「計画（PLAN）→実施（Do）→評価（Check）→改善(Action)」の

「マネジメント・サイクル」の考えを基本とします。 

 

 

基 本 構 想 

基本計画（前期計画） 基本計画（後期計画） 

第一次実施計画 

第二次実施計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

毎年度、見直しを

実施します。 
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図表：実施計画・評価・予算連携のイメージ図 

   

 

  

 

 

 

※行政評価：赤枠検討中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施計画

実施計画

策定方針

9月

実施計画

各課案

10月

実施計画

策定

2月

行政評価

事務事業

評価

5～6月

施策

評価

7～8月

評価

結果公表

10月

予算編成

予算編成

方針

11月

予算要求

各課

12月

予算

査定

1月

予算案

内示

2月
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第２章 実施計画における財政予測 

1. 財政予測の考え方 

 実施計画を着実に推進していくためには、計画期間内の財政収支の見通しを可能な限り明らか

にし、事業の実施に要する財源を確保することが必要です。この財政予測は、令和元年度予算と

整合を図りながら、一般会計ベースで実施計画期間である令和 3年度までの財政を予測します。 

なお、今後についても、毎年度の予算と整合を図りながら、財政予測を実施します。 

2. 財政予測シミュレーション 

推計方法（歳入） 

村税 ・各税目別の過去 10 年の推移を参考に計上しています。 

・令和 2 年度については法人住民税法人税割の税率改正を見込んで

います。 

地方交付税 （普通交付税） 

・基準財政需要額は、公債費の増減を調整して計上しています。 

・臨時財政対策債への振替は、臨時的措置ですが計画期間内は現在

と同様に見込んでいます。 

・基準財政収入額は、村税等の推計額と連動して計上しています。 

・特別交付税、震災復興特別交付税は実績に基づく推計額を計上し

ています。(震災復興特別交付税は令和 3年度も継続で算出) 

国庫支出金 

県支出金 

・普通建設事業費充当分は、平成 30 年度と令和元年度の事業をベー

スに、各年度の大型公共事業分を調整し、計上しています。 

・その他については平成 30 年度と令和元年度をベースに計上してい

ます。 

繰入金 ・財政調整基金は、予備費相当分以外 0ベースとし、その他特定目

的金からの繰入を見込んでいます。 

地方債 ・普通建設事業費充当分は、令和元年度の事業をベースに各年度の

大型公共事業分を調整し、計上しています。 

その他 ・平成 30 年度と令和元年度予算額をベースに調整し計上していま

す。 
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推計方法（歳出） 

人件費 ・定員適正化計画等を参考とし、平成 30 年度と令和元年度予算額をベ

ースに計上しています。 

扶助費 ・平成 30 年度と令和元年度予算額をベースとし、過去の社会保障費全

体の伸び率を参考に計上しています。 

公債費 ・公債台帳及び地方債の計上額により推計した額を計上しています。 

普通建設事業費 ・平成 30 年度と令和元年度の事業費をベースとし、歳入予測に基づく

事業規模に調整して計上しています。 

補助費等 ・平成 30 年度と令和元年度予算額をベースとし、歳入予測に基づく調

整を加え計上しています。 

繰出金 ・平成 30 年度と令和元年度予算額をベースに、特別会計の事業費、公

債費見込額を考慮して計上しています。 

その他の歳出 ・平成 30 年度と令和元年度予算額をベースとし、歳入予測に基づく調

整を加え計上しています。 
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実施期間における財政シミュレーション 

（単位：千円） 

歳入見込み 
当初予算額 当初予算額 計画・見込額 

平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

村 税 3,600,000 3,747,230 3,529,498 3,512,797 

地方交付税 959,264 877,418 1,054,000 1,000,000 

 
 

 

普通交付税 423,000 249,000 419,000 420,000 

特別交付税 110,000 110,000 110,000 100,000 

震災復興特別交付税 426,264 518,418 525,000 480,000 

国庫支出金 1,165,442 1,632,493 1,133,893 1,552,218 

県支出金 2,645,874 3,103,435 4,227,522 2,236,720 

繰入金 197,597 141,315 319,172 840,419 

 うち財源調整 

（基金繰入金） 
32,189 97,599 249,172 780,419 

地方債 570,300 609,200 500,200 433,300 

その他の歳入 1,051,523 1,038,909 1,033,714 1,028,546 

合  計 10,190,000 11,150,000 11,798,000 10,603,000 

 

（単位：千円） 

歳出見込み 
当初予算額 当初予算額 計画・見込額 

平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

人件費 1,377,769 1,367,357 1,347,242 1,333,770 
 

うち職員給(手当除く) 879,031 887,418 878,544 869,758 

扶助費 1,301,583 1,466,976 1,496,316 1,526,242 

公債費 625,082 607,233 584,078 596,228 

普通建設事業費 

(災害復旧事業含む) 
2,540,682 3,324,425 4,683,062 3,517,801 

補助費等 1,189,939 1,131,437 1,118,786 1,107,598 

繰出金 810,316 832,525 840,850 849,259 

その他の歳出 2,344,629 2,420,047 1,727,665 1,672,103 

合  計 10,190,000 11,150,000 11,798,000 10,603,000 
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（単位：千円） 

普通会計に係る 

財政指標等 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

基金残高見込 4,691,093 4,569,691 4,336,259 3,589,586 

 

 

 

財政調整基金 2,409,584 2,312,129 2,247,691 2,165,2488 

減債基金 58,197 58,203 58,209 58,215 

その他特定目的基金 2,223,312 2,199,359 2,030,359 1,366,123 

地方債残高見込 6,837,017 6,890,704 6,850,725 6,726,581 

健
全
化
判
断
比
率 

実質赤字比率（%） － (黒字) － (黒字) － (黒字) － (黒字) 

連結実質赤字比率%） － (黒字) － (黒字) － (黒字) － (黒字) 

実質公債費比率（%） 8.2 7.8 7.7 7.7 

将来負担比率（%） －(0 以下) －(0 以下) －(0 以下) －(0 以下) 

 

※平成 30、令和元年度は当初予算額。令和 2、3 年度は平成 30、令和元年度をベースに

試算。 

 

※基金残高、地方債残高は平成 30 年度 3 月補正(繰越明許費)及び令和元年度当初予算額

を踏まえて試算。 
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第３章 基本目標別実施計画 
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基本目標１  希望に満ち、子どもたちが健やかに育つむらづくり（分野：子ども・子育て・少子化対策） 

基本目標２  自らを高め、共によりよく生きるむらづくり（分野：教育・文化・スポーツ） 

基本目標３  活力ある、交流とふれあいのむらづくり（分野：産業・観光・交流） 

基本目標４  快適に暮らし、利便性の高いむらづくり（分野：都市基盤整備） 

基本目標５  自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり（分野：保健・医療・福祉） 

基本目標６  自然と共生し、環境にやさしいむらづくり（分野：環境保全） 

基本目標７  安全が守られ、災害に強いむらづくり（分野：防犯・防災） 

基本目標８  共に考え、協働するむらづくり（分野：行財政運営） 
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基本目標１ 希望に満ち、子どもたちが健やかに育つむらづくり 

（分野：子ども・子育て・少子化対策） 

この村で子どもを産み育てることに希望を持ち、安心して子育てできるむらをつくるために、妊娠・出産から子育てにいたる切れ目のない

支援の充実を図るとともに、次代を担う子どもたちの健やかな育ちを地域全体で支える体制づくりを推進します。 

基本施策 施       策       名 

1-1 

母子保健の充実 

1-1-1 妊娠・出産期からの支援 1-1-2 乳幼児健診の充実 

1-1-3 養育支援の充実 1-1-4 発達支援・療育体制の充実 

1-1-5 思春期保健の充実 

1-2 

幼児期の教育・保育の充実 

1-2-1 待機児童対策 1-2-2 多様なニーズに応じた教育・保育の充実 

1-2-3 幼保小連携の強化 1-2-4 障がい児保育等の充実 

1-3 

子育て支援の充実 

1-3-1 出会いの場の創出と結婚支援 1-3-2 地域における子育て支援の充実 

1-3-3 子どもの居場所づくり 1-3-4 ひとり親家庭への支援 

1-3-5 児童虐待防止対策の充実 
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1

1

R元 R2 R3

事業費 20,746

特定財源 0

一般財源 20,746

事業費 2,900

特定財源 0

一般財源 2,900

事業費 2,444

特定財源 0

一般財源 2,444

事業費 3,761

特定財源 0

一般財源 3,761

事業費 1,136

特定財源 0

一般財源 1,136

事業費 1,208

特定財源 902

一般財源 306

事業費 800

特定財源 0

一般財源 800

事業費 1,980

特定財源 0

一般財源 1,980

担当課事業概要

福島県不妊治療費助成事業による助成金の受給者へ、医療保険が適用されない不妊治療費の一部を県の助
成制度への上乗せの形で助成する

福祉課

妊娠の届出をした者に対し、母子健康手帳とともに妊婦健康診査等受診票を交付し、委託医療機関において妊
婦健康診査等の費用の一部を助成することにより、経済的負担の軽減を図る。また、適切な時期に健診を受け
ることで、母子の健康の保持増進を図る。H29年度より、新生児聴覚検査の助成も併せて実施している。
また、里帰り出産等による委託医療機関以外での受診については、平成25年度より、扶助費で対応している。

R元事業費
（千円）

福祉課

事業計画

対象者が、対象期間中に医療機関において受診した医療費（保険診療）の一部負担金の額を、現金給付及び償
還払いにより助成する。

福祉課

基本施策

1-1 母子保健の充実

妊娠・出産期からの支
援

1-1-1 継続 特定不妊治療助成事業

継続

区分

継続 妊婦健康診査等事業

個別施策 事業名

妊産婦医療費助成事業

1-1-2 乳幼児健診の充実 継続 乳幼児健診関係事業

乳幼児健康診査を適切な時期に実施し、疾病等の早期発見、早期治療及び子育て支援を実施する。また、必要
に応じ、療育へつなげる。
【乳児】4～5ヵ月児健康診査　6回/年・6～7ヵ月児健康相談　6回/年
【幼児】12～13ヵ月児健康相談　6回/年・1歳6ヵ月児健康診査　6回/年・3歳児健康診査　6回/年

福祉課

養育医療制度事業
身体の発育が未熟なまま出生し、入院を必要とする乳児が、指定養育医療機関において入院治療を受ける場合
に、その治療に要する医療費を公費により負担する。

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

福祉課

福祉課継続

1-1-3 養育支援の充実

継続 保育士就職準備金貸付事業
　保育士等の人材確保を図るため、村内保育園へ就職する保育士に対し、就職準備金を貸し付ける（新卒保育
士30万円。潜在保育士10万円）。
　村内の同一保育所等において２年以上勤務したときは返還免除となる。

11

事業
番号

1

2

3

4

7

6

分野

基本目標

子ども・子育て・少子化対策

希望に満ち、子どもたちが健やかに育つむらづくり

12

継続 乳幼児家庭全戸訪問事業
保健師が、乳児のいる家庭を生後2ヵ月までに全戸訪問し健康状態の確認及び保健指導を行う
また、経過観察が必要な乳児の発達の確認、育児について支援が必要な母子への助言、指導を行う

福祉課

1-2
幼児期の教育・保育
の充実

1-2-1 待機児童対策

新規 保育士等宿舎借上支援事業 　村内保育園へ就職する保育士で、定住促進住宅へ入居する場合に、家賃相当分を補助する（仮） 福祉課
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1

1

R元 R2 R3

担当課事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
基本施策 区分個別施策 事業名

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

事業
番号

分野

基本目標

子ども・子育て・少子化対策

希望に満ち、子どもたちが健やかに育つむらづくり

事業費 8,089

特定財源 5,390

一般財源 2,699

事業費 118,200

特定財源 80,547

一般財源 37,653

事業費 27,856

特定財源 17,203

一般財源 10,653

事業費 157,398

特定財源 98,535

一般財源 58,863

事業費 128,973

特定財源 81,878

一般財源 47,095

事業費 15,084

特定財源 7,633

一般財源 7,451

事業費 5,114

特定財源 0

一般財源 5,114

事業費 16,576

特定財源 10,054

一般財源 6,522

まきば保育園施設管理費
適切な環境で保育が受けられるように、公設保育園の運営を行う。施設の補修等を行い維持管理を図り、園児
の安全安心な保育環境を確保する。

福祉課

福祉課

幼児期の教育・保育
の充実

継続 みずほ保育園保育事業

継続

継続

　給付の対象となる保育園を利用した場合、村は、その保育を提供するために必要な経費を「給付費」として支払
う。「給付費」は確実に保育に充てるために、保育園を利用している保護者に対する直接的な給付ではなく、保育
園が代理で給付を受け、利用者は保育園から保育の提供を受ける仕組み。

福祉課

まきば保育園施設運営費 適切な環境で保育が受けられるように、公設保育園の運営を行う。 福祉課

地域保育事業
　給付の対象となる保育園を利用した場合、村は、その保育を提供するために必要な経費を「給付費」として支払
う。「給付費」は確実に保育に充てるために、保育園を利用している保護者に対する直接的な給付ではなく、保育
園が代理で給付を受け、利用者は保育園から保育の提供を受ける仕組み。

福祉課

継続 川谷保育園保育事業
　給付の対象となる保育園を利用した場合、村は、その保育を提供するために必要な経費を「給付費」として支払
う。「給付費」は確実に保育に充てるために、保育園を利用している保護者に対する直接的な給付ではなく、保育
園が代理で給付を受け、利用者は保育園から保育の提供を受ける仕組み。

継続 延長保育促進事業
就労形態の多様化等に伴い、保育認定を受けた児童について通常の利用時間帯以外で引き続き保育を実施。
時間外保育の費用の一部を助成。（私立保育園等補助対象）

福祉課1-2-2
多様なニーズに応じた
教育・保育の充実

14

17

19

18

15

16

1-2-2
多様なニーズに応じた
教育・保育の充実

継続

1-2

20

21

くまっこ保育園保育事業
　給付の対象となる保育園を利用した場合、村は、その保育を提供するために必要な経費を「給付費」として支払
う。「給付費」は確実に保育に充てるために、保育園を利用している保護者に対する直接的な給付ではなく、保育
園が代理で給付を受け、利用者は保育園から保育の提供を受ける仕組み。

福祉課

継続 広域入所事業
　給付の対象となる保育園を利用した場合、村は、その保育を提供するために必要な経費を「給付費」として支払
う。「給付費」は確実に保育に充てるために、保育園を利用している保護者に対する直接的な給付ではなく、保育
園が代理で給付を受け、利用者は保育園から保育の提供を受ける仕組み。

福祉課

新規
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1

1

R元 R2 R3

担当課事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
基本施策 区分個別施策 事業名

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

事業
番号

分野

基本目標

子ども・子育て・少子化対策

希望に満ち、子どもたちが健やかに育つむらづくり

事業費 9,804

特定財源 5,417

一般財源 4,387

事業費 2,892

特定財源 0

一般財源 2,892

事業費 1,608

特定財源 133

一般財源 1,475

事業費 8,000

特定財源 5,332

一般財源 2,668

事業費 378,229

特定財源 342,666

一般財源 35,563

事業費 6,720

特定財源 4,480

一般財源 2,240

事業費 60,937

特定財源 60,687

一般財源 250

事業費 37,801

特定財源 13,389

一般財源 24,412

・就学前の者の一部負担金を助成する。
・西白河郡内の保険医療機関等での一部負担金に対し現物給付を行う。（ただし、一部負担金が21,000円を超え
た場合は被用者保険から付加給付、高額療養費支給後に償還払いを行う。）
・西白河郡外の保険医療機関等での一部負担金に対し償還払いを行う。

継続

福祉課

新制度に移行する幼稚園等に入園希望する保護者は､幼稚園等に直接入園申し込みを行う｡
幼稚園等から､入園内定を受けた後､保護者は村に支給認定申請を行い､村は支給認定（１号認定）の交付を行
う｡
保護者と幼稚園等は利用契約を行い､幼稚園等でのかかった経費は幼稚園等が保護者の代理受給となり村は
幼稚園等へ施設型給付費を支払う｡

【障がい児】
　保育園などにおいて集団生活を経験する際の介助保育士等の確保または対象保育園への補助。
【病気を患っている児童】
風邪や胃腸炎などの病気に罹患した満１歳から小学６年生までの児童を看護士・保育士が病児保育室において
体調を見守る。

継続 子ども子育て支援事業
子育てをしている家庭の不安解消や孤立防止を図るため、子育て支援拠点施設などにおいて情報提供や相談
支援を行う。子育て世帯の交流の場の提供。（川谷福祉会で実施）

継続

継続

・就学後から満18歳に達する日以後の最初の３月31日までにの診療にかかる一部負担金を助成する。
・西白河郡内の保険医療機関等での一部負担金に対し現物給付を行う。（ただし、一部負担金が21,000円を超え
た場合は被用者保険から付加給付、高額療養費支給後に償還払いを行う。）
・西白河郡外の保険医療機関等での一部負担金に対し償還払いを行う。

つどいの広場運営事業
子育てをしている家庭の不安解消や孤立防止を図るため、子育て支援拠点施設などにおいて情報提供や相談
支援を行う。子育て世帯の交流の場の提供。

児童福祉総務費
子ども子育て会議の実施、子育て支援に関する相談業務、各種手当の支給事務など児童福祉に関する業務の
適切な執行を図る。

継続 児童手当事業
中学校終了前（15歳到達後最初の3月31日まで）の児童を養育している方に手当を支給する。（所得額により児
童手当、特例給付と手当額は異なる）

福祉課

26

福祉課

福祉課 28

29

31

32

福祉課 27

22

24福祉課

施設型給付事業

福祉課

福祉課

継続
障がい児保育事業・病児保育事
業

児童医療費助成事業

乳幼児医療費助成事業

1-2
幼児期の教育・保育
の充実

1-2-2
多様なニーズに応じた
教育・保育の充実

1-2-4 障がい児保育の充実

継続

継続

1-3 子育て支援の充実 1-3-2
地域における子育て支
援の充実
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1

1

R元 R2 R3

担当課事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
基本施策 区分個別施策 事業名

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

事業
番号

分野

基本目標

子ども・子育て・少子化対策

希望に満ち、子どもたちが健やかに育つむらづくり

事業費 72,733

特定財源 32,369

一般財源 40,364

事業費 3,369

特定財源 2,246

一般財源 1,123

事業費 17,705

特定財源 11,803

一般財源 5,902

事業費 15,418

特定財源 1,420

一般財源 13,998

事業費 1,720

特定財源 1,146

一般財源 574

事業費 1,023

特定財源 682

一般財源 341

事業費 33,150

特定財源 17,708

一般財源 15,442

事業費 53,662

特定財源 40,000

一般財源 13,662

事業費 6,000

特定財源 3,000

一般財源 3,000

福祉課

私立幼稚園就園奨励費事業 該当する私立幼稚園が村へ申請手続き等を行い、確認後私立幼稚園へ支払いをする。支払いは毎月を行う。

福祉課

継続

継続 放課後児童健全育成事業
川谷児童クラブを運営している川谷児童厚生施設運営員会に補助金を交付することで、保護者が労働等により
昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業の終了後等に適切な遊び及び生活の場を与え、基本
的な生活習慣の確立等を図る。

熊倉児童館費
対象児童に発達段階に応じた主体的な遊びや生活が可能となるよう、放課後等に適切な遊びの場や生活の場
を与える。

福祉課

33福祉課

福祉課

35

継続 小田倉児童館費
対象児童に発達段階に応じた主体的な遊びや生活が可能となるよう、放課後等に適切な遊びの場や生活の場
を与える。

福祉課

37継続

継続 米児童クラブ費
対象児童に発達段階に応じた主体的な遊びや生活が可能となるよう、放課後等に適切な遊びの場や生活の場
を与える。

福祉課

48

49

羽太児童クラブ建設事業
児童クラブ施設を整備し、児童に放課後等に適切な遊びの場や生活の場を与える。
新クラブ室の新築工事。

福祉課 45

屋内遊び場確保事業
子どもたちが安心して体を動かすことのできる場を提供し、子どもの活動を活発化させる。体力の向上や親子の
ストレス解消を図る。

福祉課

40

38

42

1-3-3 子どもの居場所づくり

1-3-4 ひとり親家庭への支援 ひとり親家庭医療費助成事業
対象者が医療機関の窓口で支払った医療費（各種医療保険適用による自己負担分）について、同一受診月ごと
に一つの世帯の自己負担額を合算し１，０００円を超えた金額を給付する。

新規 熊倉児童クラブ建設事業
入会希望児童が増加しているため、新児童クラブ室を建設し、対象児童が放課後安全に過ごせる場を確保す
る。

継続

新規

継続

1-3 子育て支援の充実
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基本目標２ 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり 

（分野：教育・文化・スポーツ） 

自らを高め、共によりよく生きるむらをつくるために、本村が持つ豊かな自然環境や地域の人材などを活用した学校教育及び生涯学習・ス

ポーツを推進するとともに、芸術・文化の振興や地域文化の継承、それらを通じた世代間の交流機会の拡充を図り、郷土に対する愛着の醸成

と多様性を認め合う地域社会づくりを推進します。 

基本施策 施       策       名 

2-1 

学校教育の充実 

2-1-1 豊かな心の育成 2-1-2 確かな学力の向上 

2-1-3 健やかな体の育成 2-1-4 特色ある教育の推進 

2-1-5 時代に対応した教育の推進 2-1-6 特別支援教育の充実 

2-2 

家庭・地域の教育力向上 

2-2-1 学校・家庭・地域の連携促進 2-2-2 地域ぐるみの見守り活動の支援 

2-2-3 家庭の教育力の向上支援 2-2-4 多様な体験・交流活動の充実 

2-3 

教育環境の整備 

2-3-1 安全・安心な学校づくり 2-3-2 教職員の資質の向上 

2-3-3 計画的な施設・設備の更新 2-3-4 安全な通学の確保 

2-3-5 就学支援の充実 

2-4 

生涯学習の推進 

2-4-1 公民館活動の充実 2-4-2 人材育成・学びの循環の推進 

2-4-3 読書活動の充実 2-4-4 生涯学習拠点・コミュニティ施設の整備 

2-5 

スポーツの推進 

2-5-1 スポーツに親しむ機会の充実 2-5-2 競技スポーツの推進 

2-5-3 スポーツ環境の整備・充実 

2-6 

芸術・文化の振興 

2-6-1 良質な芸術文化にふれる機会の充実 2-6-2 文化活動の促進 

2-6-3 文化財の保護・活用 2-6-4 伝統文化の継承支援 

2-6-5 芸術・文化活動拠点の整備 
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2

2

R元 R2 R3

事業費 14,781

特定財源 0

一般財源 14,781

事業費 9,105

特定財源 0

一般財源 9,105

事業費 1,797

特定財源 0

一般財源 1,797

事業費 1,302

特定財源 0

一般財源 1,302

事業費 3,463

特定財源 446

一般財源 3,017

事業費 2,058

特定財源 108

一般財源 1,950

事業費 22,246

特定財源 0

一般財源 22,246

事業費 2,350

特定財源 2,350

一般財源 0

2-1-1 豊かな心の育成 継続 事務局費一般

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 教育・文化・スポーツ

基本目標 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要

・臨時職員、非常勤講師の配置、各学校職員の旅費、教職員の生活習慣病検診、AEDの設置、各研修会の負
担金等

学校教育課 1

R元事業費
（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

学校教育課 4

継続 音楽祭出場補助金（小学校） ・各種小学校音楽祭及びコンクール等の参加校に対して、その費用の一部を補助する。 学校教育課 8

特色ある教育の推進

2-1-3 健やかな体の育成 継続
中学校体育連盟大会参加補助
金

・中学校体育連盟大会等の参加校に対して、その費用の一部を補助する。

2-1-4

継続 小学校区域外就学委託費

5月　その年の委託受託区域外就学者の人数、氏名等を確認する。(5月1日基準日)
10月　白河市よりその年の委託料の請求予定額が届く。(協定書に基づき白河市の予算にて算出)
11月　那須町にその年の委託料の覚書を送付する。
12月　白河市、那須町にその年の委託料の請求予定額を送付する。
3月　白河市より請求書が届くので納付書にて支払いする。白河市・那須町に請求書を送付する。

学校教育課 10

継続 中学校区域外就学委託費

5月　その年の委託受託区域外就学者の人数、氏名等を確認する。(5月1日基準日)
10月　白河市よりその年の委託料の請求予定額が届く。(協定書に基づき白河市の予算にて算出)
11月　那須町にその年の委託料の覚書を送付する。
12月　白河市、那須町にその年の委託料の請求予定額を送付する。
3月　白河市より請求書が届くので納付書にて支払いする。白河市・那須町に請求書を送付する。

11

2-1-5
時代に対応した教育
の推進

継続 音楽祭出場補助金（中学校） ・各種中学校音楽祭及びコンクール等の参加校に対して、その費用の一部を補助する。 学校教育課 9

2-1 学校教育の充実

132-1-6 特別支援教育の充実 継続
スクールソーシャルワーカー緊
急派遣事業

県教育委員会は､教育事務所にSSWを配置し､震災により被害の大きかった市町村や多くの児童生徒を受け入
れている市町村へSSWを派遣する｡

学校教育課

学校教育課

継続 外国指導助手諸費
・小学校低学年からの英語授業の助手として英語指導助手を派遣し、外国語授業に取りくんでいる。また、幼稚
園、保育所にも派遣し国際交流のコミュニｹｰｼｮﾝを図っている。

学校教育課 12

-17-



2

2

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 教育・文化・スポーツ

基本目標 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 23,618

特定財源 0

一般財源 23,618

事業費 2,800

特定財源 0

一般財源 2,800

事業費 1,535

特定財源 0

一般財源 1,535

事業費 5,296

特定財源 5,293

一般財源 3

事業費 3,810

特定財源 3,807

一般財源 3

事業費 1,035

特定財源 0

一般財源 1,035

事業費 1,179

特定財源 145

一般財源 1,034

事業費 50,269

特定財源 0

一般財源 50,269

2-3 教育環境の整備

：定例教育委員会（年に4回、1月、4月、7月、10月）、臨時教育委員会（随時）、点検・評価委員会（年2回）、通学
区域等審議会（年1回）、いじめ防止等対策委員会（随時）等開催、各種学校行事、研修会などに参加

学校教育課 18継続 教育委員会費（一般）

20生涯学習課
　西郷第一中学校区の小学４年生～６年生（一部１～３年）。中学１・２年生と中学３年生を対象に学習支援を実
施。（小学生は木曜日の放課後。中学生は土曜日の午前中）
　地域と学校が一体となって行うイベント・奉仕活動の実施。

地域学校協働活動事業継続

21

2-3-1
安全・安心な学校づく
り

学校教育課 29

2-2-3
家庭の教育力の向上
支援

継続 家庭の教育力の向上の支援
・ノーメディア運動の実践・家庭での学習
・読書の習慣づけや学習意欲の向上を図る取組の推進
・家庭教育に関する情報や学習機会の提供

学校教育課 25

2-1 学校教育の充実 2-1-6 特別支援教育の充実

継続 適応指導教室設置事業
・在籍校への復帰または自立を図るための指導助言
・不登校児童生徒及び保護者への連絡、訪問による指導等

学校教育課 15

2-2
家庭・地域の教育力
向上

継続 中学校教育振興費（一般）
・学校の管理下外での急激かつ偶然な外来の事故によるケガの補償
・ＰＴＡ会員（含む学童）が、ＰＴＡ主催・共催行事に参加しているときの急激かつ偶然な外来の事故によるケガの
補償

2-2-1
学校・家庭・地域の連
携促進

継続 放課後児童対策推進事業

地域のボランティアの協力を得て、学校の空き教室を利用し、放課後、週2回、子どもたちとに学習やスポーツ・
文化等の体験活動を実施する。
子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進。 生涯学習課

学校教育課 30給食センター費（一般）

・村内8校1園の給食運営のため、調理加工配送業務を委託
・給食調理加工に伴う消耗品、備品購入と事務費
・給食の管理・運営のため学校給食センター運営委員会の開催
・法定の保菌検査、食品自主検査等の実施

継続

継続 学校支援事業

・各小中学校に配置
・学習活動上の支援
・下校時等の引率等
・各種行事の補助
・１日６時間勤務。週５日

学校教育課 14
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第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 教育・文化・スポーツ

基本目標 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 11,821

特定財源 0

一般財源 11,821

事業費 1,239

特定財源 0

一般財源 1,239

事業費 4,000

特定財源 0

一般財源 4,000

事業費 2,816

特定財源 2,816

一般財源 0

事業費 4,500

特定財源 0

一般財源 4,500

事業費 9,426

特定財源 0

一般財源 9,426

事業費 7,393

特定財源 0

一般財源 7,393

事業費 3,500

特定財源 0

一般財源 3,500

事業費 5,876

特定財源 0

一般財源 5,876

2-3-3
計画的な施設・設備の
更新

2-3 教育環境の整備

新規
学校給食費軽減補助金（学校給
食費保護者負担軽減補助金）

村内に住所のある児童生徒及び幼稚園児の学校給食費に対し補助する。 学校教育課 36

新規 学校給食センター整備事業 ・施設と給食調理用機械設備の新築工事 学校教育課 37

2-3-1
安全・安心な学校づく
り

継続 小学校補修事業
１０万円以下の修繕については各学校において行う。
１０万円以上の修繕については学校教育課において行う。
校舎、設備、ICT、備品等の修繕

学校教育課 39

31

継続

継続
学校給食費軽減補助金（多子世
帯学校給食費補助金）

義務教育期間中の児童生徒を３人以上養育する多子世帯の第３子以降の学校給食費を補助する。 学校教育課 35

・「にしごうマクロビ給食」では、①主食に胚芽米を使用し、黒米や麦、雑穀を加える。②魚や豆製品も多く取り入
れる。③かみごたえのあるするめや豆小魚などのカミカミ食材をつけている。これらにかかる経費を補助金で補
う。

学校教育課 33

学校教育課 32給食配送車両諸費

継続
給食センター費　学校給食検査
体制整備費

・食材の検査と食前の一食分検査を実施、検査用食材費の支払い
・放射性物質検査結果の公表
・検査員は業務委託
・検査機器のメンテナンス（校正）の業務委託

学校教育課 34

継続 小学校管理費（一般）

・配送車２台の維持管理　（燃料費、車検、修繕料の支払い）

継続 にしごうマクロビ給食補助金

警備業務委託････････学校施設に係る警備業務を委託し学校生活の安全を図る。
清掃業務委託・・・・・・・校舎、貯水槽、浄化槽等を清掃し環境面の安全を図れる。
保守点検業務委託・・・給食用リフト、温風暖房機点検等により施設整備の安全を図る。
業務委託・・・・・・・・・・ 樹木害虫防除及び剪定、遊具点検等により児童が安全に学習できる環境を整える。

学校教育課 40

継続 施設管理費

・施設管理のための各種業務委託　（ボイラー・自家用電気工作物・調理機械設備等保守点検、清掃、警備、害
虫駆除等）
・施設と給食調理用機械設備の修繕及び工事
・給食調理に係る燃料及び光熱水費
・ボイラー関係、重油タンク等の法定検査
・生ゴミ処理機の保守点検

学校教育課
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第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 教育・文化・スポーツ

基本目標 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 1,510

特定財源 0

一般財源 1,510

事業費 35,403

特定財源 16,562

一般財源 18,841

事業費 78,863

特定財源 61,726

一般財源 17,137

事業費 3,216

特定財源 0

一般財源 3,216

事業費 2,900

特定財源 0

一般財源 2,900

事業費 18,359

特定財源 9,179

一般財源 9,180

事業費 0

特定財源 0

一般財源 0

事業費 12,492

特定財源 0

一般財源 12,492

事業費 1,932

特定財源 0

一般財源 1,932

2-3 教育環境の整備

2-3-3
計画的な施設・設備の
更新

2-3-4 安全な通学の確保

学校教育課

中学校管理費（一般）

警備業務委託････････学校施設に係る警備業務を委託し学校生活の安全を図る。
清掃業務委託・・・・・・・校舎、貯水槽等を清掃し環境面の安全を図れる。
保守点検業務委託・・・給食用リフト、温風暖房機点検等により施設整備の安全を図る。
業務委託・・・・・・・・・・ 樹木害虫防除及び剪定、遊具点検等により生徒が安全に学習できる環境を整える。

学校教育課

継続

１０万円以下の修繕については各学校において行う。
１０万円以上の修繕については学校教育課において行う。
校舎、設備、ICT、備品等の修繕

学校教育課

50

継続 プール授業対応事業 ・プール設備がない学校について、村民プールを利用して水泳授業を行う。 学校教育課 53

継続 小学校施設整備費(臨時)
・川谷中学校のコンピュータ室の照明をLED照明に交換する。（H30）
・校内LAN整備の実施設計を業務委託する。
・校内LAN整備工事を施工する。

学校教育課 44

継続 中学校施設整備費(臨時)
・校内LAN整備の実施設計を業務委託する。
・校内LAN整備工事を施工する。

46

継続 小学校管理費（事務局分）
・複写機設置（各小学校1台ずつで5台）
・印刷機器設置（各小学校1台ずつで4台（川谷小中で1台））

学校教育課 41

47

継続
特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業

米小学校トイレ改修工事（H30）
熊倉小学校トイレ改修工事（H31)

学校教育課

スクールバス諸費 ・村内各小学校の児童の登下校時に、スクールバスで送迎を行う。 学校教育課 52

継続
特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業

川谷中学校屋外トイレ改修工事（H30）
西郷第二中学校トイレ改修工事（H32)

学校教育課 51

45

継続

継続 中学校補修事業
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第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 教育・文化・スポーツ

基本目標 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 9,527

特定財源 0

一般財源 9,527

事業費 1,099

特定財源 1,099

一般財源 0

事業費 13,549

特定財源 28

一般財源 13,521

継続 被災生徒就学援助費
・学用品費、新入学児童生徒学用品費、通学用品費、校外活動費（泊あり）、校外活動費（泊なし）、修学旅行
費、学校給食費を支給する。

学校教育課 572-3 教育環境の整備 2-3-5 就学支援の充実

学校教育課 55

58継続
要保護・準要保護児童就学援助
費（中学校）

・学用品費、新入学児童生徒学用品費、通学用品費、校外活動費（泊あり）、校外活動費（泊なし）、修学旅行
費、学校給食費を支給する。
 ※要保護認定世帯には、修学旅行費のみ支給。

学校教育課

継続
要保護・準要保護児童就学援助
費（小学校）

・学用品費、新入学児童生徒学用品費、通学用品費、校外活動費（泊あり）、校外活動費（泊なし）、修学旅行
費、学校給食費を支給する。
 ※要保護認定世帯には、修学旅行費のみ支給。
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事業費 6,502

特定財源 0

一般財源 6,502

事業費 2,631

特定財源 2,573

一般財源 58

事業費 1,100

特定財源 1,100

一般財源 0

事業費 9,020

特定財源 9,020

一般財源 0

事業費 2,649

特定財源 0

一般財源 2,649

事業費 9,510

特定財源 0

一般財源 9,510

事業費 51,509

特定財源 0

一般財源 51,509

事業費 4,106

特定財源 0

一般財源 4,106

2-5 スポーツの推進

2-4-4
生涯学習拠点・コミュ
ニティ施設の整備

2-5-1
スポーツに親しむ機会
の充実

生涯学習課 24

新規 文化センター施設整備費 ・大研修室ステージ幕一式工事・額棚設置工事・空調設備改修工事 生涯学習課 23

継続 保健体育総務費（一般）

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 教育・文化・スポーツ

基本目標 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号.

2

192-4-3 読書活動の充実 継続 図書費

●４ヶ月児健康診査時に行うブックスタート事業。　●6～7ヶ月児健康相談時に行うはじめての絵本ひろば。
●図書購入。入力業務。貸出・返却業務。図書室整理。閉架作業。　●図書選定委員会の開催。　●毎月第4
火曜日に乳幼児を対象に行う読み聞かせ会・季節の行事を取り入れた幼児から小学生までを対象にしたおは
なし会。　●こどもとその保護者が参加できる体験型のイベントの開催。　●季節の行事を取り入れた幼児から
小学生までを対象にしたおはなし会。　●子どもとその保護者が参加できる体験型のイベントの開催。

生涯学習課

2-4-2 継続 人材育成事業助成事業

(1)助成金の交付申請　（２）運営委員会での審査　（３）助成金の交付決定通知　（４）概算払　（５）補助事業の
実績報告等　（６）助成金の交付額決定通知
（助成金の額）
１．自主調査等が収益を伴う事業である場合、助成金交付対象経費の総額から収益金を減じた額の2分の１の
額（50万円を限度）
２．自主調査等が収益を伴わない事業である場合、助成金交付対象経費の総額の3分の2の額（50万円を限度）

継続 中学生異文化体験事業

人材育成・学び循環の
推進

14

文化センター管理費

村民の学習の場として有効活用していただく為、施設の管理を行う。
・警備業務、清掃業務、植木剪定、老朽化、破損による修繕等

生涯学習課 22

継続 人材育成基金奨学金

(1)奨学資金の申請　（２）教育委員会で審査　（３）決定通知　（４）奨学金の交付　（５）奨学資金借用証書の提
出　（６）奨学金の返還
（奨学資金の額）
１．高等学校、高等専門学校等の入学者　　300,000円以内
２．大学、短大、専修学校等の入学者　　500,000円以内
奨学金には、利息は付さない。

生涯学習課 16

生涯学習課 15

継続

天栄村のブリティッシュヒルズで、本物の英語に触れ、異文化を体験する。英国のスポーツや料理作りなど、さ
まざまな異文化を体験しながら語学研修を行う。

生涯学習課

2-4 生涯学習の推進

2-4-1 公民館活動の充実 継続 公民館費(一般）
公民館の利用や運営を効果的に進める。
経費節約を進めながらよりよい運営を進める。

生涯学習課

・スポーツ推進審議会委員、スポーツ推進委員への委員報酬を支払う。
・各種スポーツの東北、全国大会出場選手に激励金（奨励報奨金）を交付する。
・トラック等の維持管理を行う。
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第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 教育・文化・スポーツ

基本目標 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号.

事業費 1,225

特定財源 0

一般財源 1,225

事業費 2,000

特定財源 0

一般財源 2,000

事業費 2,500

特定財源 0

一般財源 2,500

事業費 4,000

特定財源 0

一般財源 4,000

事業費 1,706

特定財源 0

一般財源 1,706

事業費 8,032

特定財源 0

一般財源 8,032

事業費 4,918

特定財源 0

一般財源 4,918

事業費 32,647

特定財源 0

一般財源 32,647

・村民のだれもが体力や年齢、興味、目的に応じ、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむスポーツの
振興に努める。
※現代のスポーツ活動は、子どもから高齢者まで多くの人々が実践するようになったが、より豊かな地域社会
の構築のためには、地域住民のニーズに応じた日常的に交流できる場とお互いが支え合える仕組みづくりが必
要であり、総合型地域スポーツクラブ「西の郷スポーツクラブ」が設立された。現在は、村民体育館の受付業務
等を受託し、各スポーツ教室等の事業を展開し、自主運営をしている。

村民屋内プール管理費 生涯学習課 37

・仮設トイレ管理
・各施設の清掃業務
・管理受付業務

管理運営は委託業務とし、水光熱費や手数料等について村より支出する。

継続

2-5-2

ふくしま駅伝大会西郷村運営委員会への補助金交付により、大会に向けて運営をする。 生涯学習課 30

2-5-3
スポーツ環境の整備・
充実

競技スポーツの推進

継続 ふくしま駅伝参加補助金

生涯学習課 33

継続

体育施設費（一般）

体育館管理費

継続

生涯学習課 34

継続 野球場管理費
・グラウンドの適正管理
・各種野球大会の開催

生涯学習課 35

31

32

292-5-2

村体育協会補助金 西郷村体育協会に補助金を交付し事業等の運営を行う。 生涯学習課

継続 村スポーツ少年団補助金
村スポーツ少年団に所属する子供達の活動補助として1名あたり2,500円を所属スポーツ少年団を通して補助す
る。

生涯学習課

継続
西の郷クロスカントリー大会補助
金

西の郷ロードレース大会実行委員会への補助金交付により、大会を開催する。 生涯学習課

継続

2-5 スポーツの推進

競技スポーツの推進
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2

2

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 教育・文化・スポーツ

基本目標 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号.

事業費 2,919

特定財源 0

一般財源 2,919

事業費 2,066

特定財源 0

一般財源 2,066

事業費 12,327

特定財源 0

一般財源 12,327

事業費 1,276

特定財源 0

一般財源 1,276

事業費 1,997

特定財源 0

一般財源 1,997

新規 西郷村総合運動公園整備費
村民や利用者の視点に立った基本構想の策定を心がけ、業者選定にあたってはプロポーザルによる選考を実
施する

生涯学習課 40

継続 甲子高原こども運動広場管理費 ・グラウンドの適正管理（修繕等） 生涯学習課 392-5-3
スポーツ環境の整備・
充実

継続 グラウンド管理費 ・グラウンドの適正管理（修繕等） 生涯学習課

46

文化財の指定・保護・活用
埋蔵文化財の調査
既存資料の整理
文化財看板等の構造物の修繕

生涯学習課 45継続 文化財保護費

38

2-6 芸術・文化の振興 2-6-3

2-5 スポーツの推進

継続 民俗資料館諸費
西郷村歴史民俗資料館の管理・運営
見学者への対応
資料館内展示物及び倉庫収蔵資料の整理・活用

生涯学習課

文化財の保護・活用
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基本目標３ 活力ある、交流とふれあいのむらづくり 

（分野：産業・観光・交流） 

活力ある産業振興を進めるために、市場ニーズに応じた競争力の高い地域産業として育成・発展していくための支援の充実に努めます。ま

た、美しい景観や水資源、首都圏への好アクセス等を生かした観光振興と交流人口の拡大を図ります。 

 

基本施策 施       策       名 

３-1 

農林業の振興 

3-1-1 生産基盤の整備 3-1-2 担い手の確保・経営強化 

3-1-3 循環型農業の推進 3-1-4６次産業化の推進 

3-1-5 森林再生 3-1-6 森林の保護・活用 

3-2 

商工業の振興 

3-2-1 経営基盤強化支援 3-2-2 創業支援 

3-2-3 企業誘致の推進 3-2-4 産学官連携・企業間連携の推進 

3-3 

観光・交流の活性化 

3-3-1 着地型観光の推進 3-3-2 情報発信・観光プロモーション 

3-3-3 観光資源の整備 3-3-4 合宿の里づくりの推進 

3-3-5 交流・イベントの開催・誘致 3-3-6 広域観光の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

-26-



3

3

R元 R2 R3

事業費 3,500

特定財源 0

一般財源 3,500

事業費 1,663

特定財源 0

一般財源 1,663

事業費 35,066

特定財源 0

一般財源 35,066

事業費 46,250

特定財源 0

一般財源 46,250

事業費 1,200

特定財源 0

一般財源 1,200

事業費 1,050

特定財源 0

一般財源 1,050

事業費 9,898

特定財源 0

一般財源 9,898

事業費 8,924

特定財源 0

一般財源 8,924

3-1 農林業の振興

3-1-2
担い手の確保・経営強
化

新規 農業施設用原材料支給事業 農道、水路の改良、舗装補修に要する原材料支給 産業振興課 10

新規
農業振興地域整備計画策定事
業

西郷村農業振興地域整備計画の総合見直し。 産業振興課 11

9

継続
農村地域復興再生総合基盤総
合整備事業

既設水路の大型水路への改修に伴う負担金 産業振興課

農地費（一般）
公用車の管理を実施し、各担当事業での利用及び耕作者等からの緊急要請に対応
各種農政関連団体との連携を図り、技術等の情報収集

水田農業構造改革対策事業
経営所得安定対策事業の交付対象作物の作付を行う農業者が認定農業者である場合に、当該作付水田に対
して助成する。

継続

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 産業・観光・交流

基本目標 活力ある、交流とふれあいのむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

3-1-1 生産基盤の整備

産業振興課

7

継続 新規就農者支援事業 就農に必要な農業用機械、資材の導入。

西郷村土地改良区の運営及び受益地内の施設管理に要する人件費等に対する補助 産業振興課

産業振興課 3

継続 小規模道水路整備事業（臨時）
用排水路の整備、修繕（土側溝の解消）
農道の整備（砂利道の舗装）

産業振興課 4

継続

2

14

継続 西郷村土地改良区運営事業

産業振興課
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3

3

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 産業・観光・交流

基本目標 活力ある、交流とふれあいのむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 12,000

特定財源 12,000

一般財源 0

事業費 29,666

特定財源 22,205

一般財源 7,461

事業費 61,729

特定財源 61,729

一般財源 0

事業費 2,102

特定財源 2,040

一般財源 62

事業費 2,300

特定財源 0

一般財源 2,300

事業費 1,630

特定財源 0

一般財源 1,630

事業費 2,659

特定財源 0

一般財源 2,659

事業費 7,500

特定財源 0

一般財源 7,500

3-1 農林業の振興 3-1-2
担い手の確保・経営強
化

継続 水田農業改革支援事業 経営所得安定対策加入者を増やし、円滑に手続等を進めるための事務員への補助。 産業振興課

畜産費（一般）酪農ヘルパー利
用事業助成補助金

西郷村施設園芸野菜振興対策
事業

野菜生産を振興するための機械や施設への補助。（事業費１５万円以上の農機具等購入に対して1/3補助。最
高30万円）

継続

継続
東日本大震災農業生産対策事
業

東日本大震災からの農業生産の復旧を行うため、共同利用施設、乳業施設等の復旧、農業機械等のリース方
式による新規導入等に対する支援を行う。

産業振興課

25

産業振興課 24

21

継続 多面的機能支払交付金事業

１）農地維持支払（地域共同による地域資源の基礎的な保全管理活動等への支援）
農業者等により組織された団体が行う、農地法面の草刈りや、水路の泥上げ、農道の路面維持等の地域資源
の基礎的な保全活動及び農村の構造変化に対応した体制の拡充・強化のための推進活動を支援する。
２）資源向上支払（地域共同による施設の補修や農村環境の維持向上等の活動への支援）
農業者等に加え地域住民を含む組織が行う、水路、農道等の軽微な補修や植栽による景観形成等の農村環境
の保全のための活動及び地域資源の質的向上を図る共同活動並びに施設の長寿命化のための活動を支援す
る。

産業振興課 17

新規就農者確保事業 交付期間は5年間とし交付額は1人あたり150万円（前年の所得に応じ変動制）とする。 産業振興課

継続

継続
西郷村有害狩猟鳥獣捕獲隊運
営事業

有害鳥獣による農作物被害の調査
有害鳥獣捕獲許可に基づいた銃火器等での捕獲業務
電気牧柵設置に対する補助

産業振興課

新規
西郷村農業公社指定管理業務
委託事業

まるごと西郷館指定管理業務及び担い手支援センターと村内畜産農家と村内飼料作物生産者とのマッチング
への補助。

産業振興課 32

27

酪農経営者に酪農ヘルパ－の利用に対する助成をする。 産業振興課

18

15継続
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3

3

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 産業・観光・交流

基本目標 活力ある、交流とふれあいのむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 12,778

特定財源 3,876

一般財源 8,902

事業費 1,107

特定財源 0

一般財源 1,107

事業費 3,232

特定財源 2,416

一般財源 816

事業費 2,300

特定財源 0

一般財源 2,300

事業費 5,000

特定財源 0

一般財源 5,000

事業費 52,580

特定財源 38,020

一般財源 14,560

事業費 2,224

特定財源 840

一般財源 1,384

事業費 21,000

特定財源 0

一般財源 21,000

37

3-1-2
担い手の確保・経営強
化

3-1-3 循環型農業の推進3-1 農林業の振興

48

・農地転用等。
・農地利用状況調査・利用意向調査による遊休農地（耕作放棄地・荒廃農地）の発生防止・解消等。

農業委員会事務局

産業振興課

産業振興課 50

継続 松くい虫防除事業（臨時）
松くい虫被害の発生状況調査
被害木について伐倒薬剤処理

産業振興課

33

3-1-5 森林再生 継続 ふくしま森林再生事業

継続 林道改良事業 林道等の新規開設（路網整備及び排水処理施設の設置）

放射性物質対策（計画作成、同意取得、枝葉等の処理、拡散防止対策）
森林整備等事業（間伐等、路網整備）

3-1-6 森林の保護・活用

42

継続 自給飼料増産対策事業
村内で生産された稲WCSや稲わらサイレージ及びデントコーンサイレージを購入した畜産農家に対して助成す
る。（稲わらサイレージ1ﾛｰﾙ当たり300円、稲WCS1ﾛｰﾙ当たり600円、デントコーンサイレージ1ﾛｰﾙ当たり700
円）

継続
農業委員会交付金等事業（農政
推進事業）

産業振興課 38

新規 農学実践型教育プログラム事業 村と福島大学とが協働し、食と農が抱える課題の解決に向けて学び・研究をするプログラム事業。 産業振興課 35

新規
強い農業・担い手づくり総合支援
交付金事業

産地の収益強化と担い手の経営発展を推進するため、産地・担い手の発展の状況に応じて必要な農業用機
械・施設の導入を支援する。

産業振興課 36

新規 西郷村農産物直売所管理事業 農産物直売所の開設と周辺整備 産業振興課
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3

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 産業・観光・交流

基本目標 活力ある、交流とふれあいのむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 16,100

特定財源 10,500

一般財源 5,600

事業費 10,689

特定財源 5,969

一般財源 4,720

事業費 11,200

特定財源 7,000

一般財源 4,200

農林業の振興

継続 林業専用道改良事業 林業専用道の改良 産業振興課 53

3-1 継続 森林環境交付金事業
重点枠：村内の公共施設等に県産材を用いた木製品の設置
基本枠：村内の全小中学校に森林環境学習を行うための補助金交付

産業振興課 52

継続 産業振興課 51林業専用道整備事業 林業専用道の新規開設、改良（路網整備及び排水処理施設の設置）

3-1-6 森林の保護・活用
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3

3

R元 R2 R3

事業費 93,739

特定財源 88,000

一般財源 5,739

事業費 6,514

特定財源 0

一般財源 6,514

事業費 4,906

特定財源 2,400

一般財源 2,506

事業費 2,500

特定財源 2,000

一般財源 500

事業費 2,200

特定財源 2,200

一般財源 0

事業費 12,917

特定財源 3,287

一般財源 9,630

事業費 5,132

特定財源 0

一般財源 5,132

事業費 16,141

特定財源 0

一般財源 16,141

新規 雇用対策事業 ・各種奨学金の返還支援 産業振興課 3

継続
しらかわ地域ものづくり高度化・
海外展開促進事業

産業サポート白河の体制を強化し、新分野進出や新商品・サービス開発、企業間連携の促進を図るとともに、
技術的に優れ、意欲ある企業・個人事業主を重点的に支援する。
・企業グループによる取組支援
・電子回路基板製造・輸出関連産業グループへの支援
・農業と食品加工業の連携による地域産業の底上げ

産業振興課 6

4継続 商工費（一般）創業支援事業
西郷村において創業を希望している事業者に対して、西郷村創業支援計画に沿って特定創業支援を受けた創
業者に対して支援をする。

産業振興課

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 産業・観光・交流

基本目標 活力ある、交流とふれあいのむらづくり

R元事業費
（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

継続 中小企業対策費

・西郷村中小企業経営合理化資金融資制度
・信用保証料補助及び利子補給金
・中小企業及び個人事業主の経営基盤強化推進
・知的財産権の保護・活用指導
・ＵＩＪターン促進

産業振興課 1

継続 商工団体指導費
西郷村商工会が行う小規模企業に対する指導事業及び商工業の振興と安定を図る。
・経営改善普及事業
・地域総合振興事業

産業振興課 2

産業振興課 8継続
観光費（情報発信・観光プロモー
ション）

継続 家族旅行村事業

継続 観光施設整備費 西郷村内の景勝地となる観光施設の整備 産業振興課 9

家族旅行村の維持管理のため、指定管理者制度を利用している。 産業振興課 10

西郷村内の観光地のPR

3-2 商工業の振興

3-3-3 観光資源の整備

3-3 観光・交流の活性化

3-2-4
産学官連携・企業間連
携の推進

3-3-2
情報発信・観光プロ
モーション

3-2-2 創業支援

3-2-1 経営基盤強化支援
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3

R元 R2 R3

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 産業・観光・交流

基本目標 活力ある、交流とふれあいのむらづくり

R元事業費
（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 28,129

特定財源 0

一般財源 28,129

事業費 4,740

特定財源 0

一般財源 4,740

事業費 10,001

特定財源 0

一般財源 10,001

事業費 5,206

特定財源 330

一般財源 4,876

事業費 410

特定財源 204

一般財源 206

事業費 1,438

特定財源 0

一般財源 1,438

継続
（仮称）道の駅「にしごう」整備事
業

国道２８９号交通利用者の休息及び道路状況や観光情報の発信のほかに、村の取り立て野菜や農産加工品の
販売により交流とふれあいをおこなう。また、地元食材を使った食事や軽食を提供し、地元産品を周知していく。
また、雇用の場を提供する。

企画政策課 13

産業振興課 17

継続
観光費・商工費（交流イベント事
業）

継続 温泉健康センター事業
温泉健康センター及び付属施設の維持管理のため、指定管理者制度を利用している。
温泉健康センター利用料を条例に基づき減免する。

産業振興課 11

継続 観光費（広域連携推進事業）

福島県や周辺自治体と連携し、お互いの地域資源や特性を生かして相互誘客を図る。
・観光周遊ルートの作成
・広域観光パンフレット作成
・首都圏への観光誘客ＰＲ

産業振興課 18

3-3 観光・交流の活性化

3-3-5
交流・イベントの開催・
誘致

3-3-6 広域観光の推進

3-3-3 観光資源の整備

各種大会・イベント等の開催
・うつくしま・みずウオーク源流の郷西郷大会
・赤面山山開き
・甲子高原花いっぱい運動
・にしごう祭り

産業振興課 15

継続 観光地活性化事業
従来12月から実施していたが、利用率向上のため、村内の各家庭に10月から翌年３月31日まで利用可能な日
帰り温泉入浴利用助成券（5枚綴り、入湯税100円を除く）を配布する。

産業振興課 12

継続 サイクルツーリズム推進事業
那須町・白河市・西郷村と三市町村が協力して、自転車を通じた観光振興やまちおこしを行う。
・サイクルスタンドの設置
・インバウンド観光誘客やサイクリスト対象のイベントでのＰＲ活動
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基本目標４ 快適に暮らし、利便性の高いむらづくり 

（分野：都市基盤整備） 

快適に暮らし、利便性の高いむらをつくるために、既存インフラを活用しつつ、安全・快適な道路網や公共交通網、上下水道といった都市

基盤の整備・強化を図るとともに、コンパクトで利便性の高い住環境の計画的な整備を推進します。 

 

基本施策 施       策       名 

4-1 

道路・公共交通の整備 

4-1-1 計画的な道路整備の推進 4-1-2 生活道路の安全確保 

4-1-3 除雪体制の強化 4-1-4 道路の長寿命化 

4-1-5 公共交通網の再編 

4-2 

上下水道の整備 

4-2-1 汚水の適正処理 4-2-2 水の安定供給と水質監視 

4-2-3 上下水道事業の安定経営 4-2-4 ストックマネジメントの推進 

4-3 

住環境の整備 

4-3-1 居住環境の整備 4-3-2 公営住宅の整備 

4-3-3 公園・緑地の管理 4-3-4 情報通信基盤の管理 

4-3-5 コンパクトなまちづくりの推進 
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4

4

R元 R2 R3

事業費 4,793

特定財源 3,000

一般財源 1,793

事業費 845,192

特定財源 791,085

一般財源 54,107

事業費 72,067

特定財源 52,200

一般財源 19,867

事業費 12,214

特定財源 1,890

一般財源 10,324

事業費 30,870

特定財源 0

一般財源 30,870

事業費 74,000

特定財源 23,300

一般財源 50,700

事業費 46,000

特定財源 34,500

一般財源 11,500

事業費 11,517

特定財源 0

一般財源 11,517

4-1-2

4-1-3 除雪体制の強化

生活道路の安全確保

計画的な道路整備の
推進

継続 道路維持費（一般）

継続
社会資本整備総合総合交付金
事業（新設・改良）P１

・西郷搦目線　　　　　  L＝７６４．７ｍ
・米中山前１号線外　　Ｌ＝７３０．０ｍ
・折口原２１号線　　　　Ｌ＝２９７．３ｍ
・古米坂１号線　　　　　Ｌ＝３９０．０ｍ

建設課 5

・道路パトロールによる舗装面の補修
・要望箇所の敷砂利
・道路脇除草
・道路後退用地購入

建設課 2

継続 建設課 4
白河布引山演習場周辺道路改
修等事業

・道路詳細設計・橋梁予備設計・橋梁詳細設計　一式
・用地費・補償費　一式
・道路改良舗装工　Ｌ＝１，５６０ｍ、橋梁工　Ｌ＝１３８．５ｍ（平成３２年度完成予定）
・旧橋撤去工（平成３３年度予定）

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 都市基盤

基本目標 快適に暮らし、利便性の高いむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

6

継続 村道維持補修事業

・村民の苦情、要望等を行政区長からの提出により、要望箇所の現場確認を行い、修繕か工事かを判断し業者
へ発注する。
・直営での修繕。 建設課 7

継続 道路橋梁総務費（一般：管理）

・道路台帳加除補正委託業務
・建築基準法みなし道路の指定
・道路・河川愛護事業

建設課

社会資本整備総合総合交付金
事業（防災・安全）P9

・駅前西線　　　　　　 Ｌ＝　　５８９．０ｍ
・折口原一の又線　　Ｌ＝　　９７０．７ｍ
・米高助線　　　　　　 Ｌ＝１，０４８．５ｍ
・上新田大平線　　　 Ｌ＝２，０６８．９ｍ

建設課 9

継続 小規模道水路整備事業 建設課 8

継続

・村民の苦情、要望等を行政区長からの提出により、要望箇所の現場確認し、修繕か工事かを判断する。
・優先順位（必要性）を判断し、課内での積算可能事業を積算する。
・職員での積算不可能事業については、委託設計費を積算する。
・必要に応じ、用地補償交渉の実施。

継続 除雪費

・西郷村除雪計画に基づき、積雪深さが５ｃｍ以上となった場合に、委託業者により実施する。
・歩道除雪については、ハンドガイド式小型除雪機を貸与し、ボランティア団体を募集し実施する。（奨励金あり）
・直営による除雪。

建設課 11

4-1
道路・公共交通の整
備

4-1-1
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4

4

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 都市基盤

基本目標 快適に暮らし、利便性の高いむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 12,000

特定財源 8,425

一般財源 3,575

事業費 181,500

特定財源 144,462

一般財源 37,038

事業費 72,002

特定財源 1,284

一般財源 70,718

事業費 4,145

特定財源 1,960

一般財源 2,185

事業費 142,059

特定財源 142,059

一般財源 0

事業費 45,063

特定財源 27,275

一般財源 17,788

事業費 96,400

特定財源 96,400

一般財源 0

事業費 106,827

特定財源 13,295

一般財源 93,532

公共交通網の再編

道路の長寿命化

汚水の適正処理

継続

継続 市町村生活交通対策事業

継続

社会資本整備総合総合交付金
事業（防災・安全）P６

継続

・道路橋の定期点検（５年に一度）
・道路橋修繕の実施設計委託、補修工事 建設課

上下水道課

継続 農業集落排水事業維持管理

継続 公共下水道事業（補助）

・下水道法に基づき下水道台帳を整備する。
・公共下水道認可区域の面的整備以外、及び区域外流入等の公共下水道を整備する。
・公共下水道の供用開始されている地区において、公共汚水桝設置申請に基づき公共汚水桝を設置する。
・白河市と西郷村の共同利用に係る公共下水道建設についての協定書に基づき、建設負担金を支出する。

13

・村道２０９５号寺平線　　点検、修繕　　Ｌ＝　５０．４ｍ
・村道舗装補修　点検、修繕
・村道道路構造物の点検、修繕

建設課 12
社会資本整備総合総合交付金
事業（防災・安全）P２

14

・路線バス運行事業者に対して、運行に伴う欠損金を補助する。
・運行密度5.0人以上の場合は、欠損金に対して２分の１を補助し、5.0未満の場合は村長が定める必要額を補
助する。
・地域公共交通確保維持改善事業において、H30年度は公共交通再編のための実証実験等を実施する。

企画政策課

継続

公共下水道事業認可区域及び農業集落排水事業の事業採択地区以外の地域に、合併処理浄化槽を設置する
際に補助金を交付する事業である。

上下水道課 15浄化槽設置整備事業（一般）

20

農業集落排水処理施設の維持管理や管渠・マンホールポンプ等の点検や修繕
農業集落排水処理施設使用料・農業集落排水受益者分担金の賦課徴収

上下水道課 17

・公共下水道認可区域内の未整備地区について公共下水道を整備する。
・公共下水道の整備により支障となる水道管等の移設補償をする。

上下水道課

公共下水道事業（単独）

公共下水道維持管理費

下水道管渠・マンホールポンプ等の点検や修繕
下水道使用料・下水道受益者負担金の賦課徴収
水洗便所改造資金の貸付及び融資のあっせん

上下水道課 16

21

継続

4-1
道路・公共交通の整

備

4-2 上下水道の整備 4-2-1

4-1-4

4-1-5
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4

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 都市基盤

基本目標 快適に暮らし、利便性の高いむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 147,400

特定財源 147,400

一般財源 0

事業費 16,500

特定財源 16,500

一般財源 0

事業費 66,550

特定財源 66,550

一般財源 0

事業費 2,559

特定財源 2,559

一般財源 0

事業費 1,904

特定財源 719

一般財源 1,185

事業費 1,500

特定財源 375

一般財源 1,125

事業費 3,117

特定財源 0

一般財源 3,117

事業費 12,025

特定財源 12,025

一般財源 0

4-2-2
水の安定供給と水質
保全

4-2-3
上下水道事業の安定
経営

・申請のあったブロック塀等の除去費用の補助
建設課 31

継続 上水道事業（建設改良費）
・新谷地中配水池関連送配水管布設工事を実施し、管路を整備する。
・新谷地中調整池を早急に完成させ、西郷配水場の配水量の負担軽減及び水の安定供給をする。

23上下水道課

上下水道課

継続 まちおこしセンター運営事業費
・まちおこしセンターの警備委託
・まちおこしセンターの運営消耗品 建設課 29

継続 駐車場運営事業
・新白河駅前西口駐車場　２０台、新白河駅前東口駐車場　２２台　・・・　警備・保守点検は委託
・高原大橋月極駐車場の管理　　５３台（うち１３台は公園利用者駐車場）

・老朽化している水道管路の整備する。
・他事業（公共下水道事業等）に工事に併せて、水道管の布設替を行う。

建設課 28

25

継続 地方公営企業法適用事業

上下水道課継続

公共下水道事業及び農業集落排水事業の地方公営企業法適用を実施。

22

上水道事業（建設改良費）

建設課

随時、行政区から地区集会施設の管理に伴う要望をもらい、修繕、工事等の対応を行う。 生涯学習課 34継続

公営住宅管理費（一般）

・退去時及び要望に対する修繕
・住宅使用料の賦課、徴収
・住宅使用料の滞納整理
・長寿命化への対応

継続 36

地区コミセン等管理費

新規 ブロック塀撤去新設等補助事業

4-2 上下水道の整備

4-2-4

4-3 住環境の整備 4-3-1 居住環境の整備

ストックマネジメントの
推進
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4

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 都市基盤

基本目標 快適に暮らし、利便性の高いむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 8,619

特定財源 2,346

一般財源 6,273

事業費 1,972

特定財源 1,972

一般財源 0

事業費 6,522

特定財源 3,024

一般財源 3,498

事業費 86,122

特定財源 15,653

一般財源 70,469

事業費 4,400

特定財源 0

一般財源 4,400

新規 国土利用計画 村の国土利用計画の策定 企画政策課 43

継続 地域情報システム等情報管理
・村が敷設した光回線の維持管理及び地デジ化に伴い増強した施設等の維持管理
・庁内ネットワーク及びシステム等の維持管理等

建設課

企画政策課 41

建設課

・公園遊具の安全点検
・公園内施設等の修繕
・公園内の清掃

継続 定住促進住宅管理費（一般）

・退去時及び要望に対する修繕
・住宅使用料の賦課、徴収
・住宅使用料の滞納整理
・長寿命化への改修修繕

404-3-3 公園・緑地の管理 継続 公園費（一般）

38

37建設課
・老朽化に伴う改修整備、建て替え計画
・家畜改良センター宿舎の購入、建物改修、水道工事（８戸）

公営住宅管理費（臨時）継続

4-3 住環境の整備

4-3-2 公営住宅の整備

4-3-4 情報通信基盤の管理

4-3-5
コンパクトなむらづくり
の推進
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基本目標５ 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり 

（分野：保健・医療・福祉） 

村民が自分らしく生き、笑顔があふれる村をつくるために、保健・医療・福祉をはじめとした各分野が連携し、地域資源や人材を十分活用

しながら、一人一人の状況に応じたきめ細かな支援やサービスの提供がなされる体制づくりに努めます。 

 

基本施策 施       策       名 

5-1 

健康づくりの推進 

5-1-1 健康づくりの推進 5-1-2 生活習慣病予防・がん対策の推進 

5-1-3 食育の推進 5-1-4 こころの健康づくり 

5-1-5 感染症予防の推進 

5-2 

医療の充実 

5-2-1 地域医療体制の強化 5-2-2 かかりつけ医の普及 

5-2-3 適正受診の促進 5-2-4 国民健康保険制度への支援 

5-2-5 後期高齢者医療制度への支援 

5-3 

高齢者福祉の充実 

5-3-1 社会参加・生きがいづくり 5-3-2 地域包括ケアシステムの充実 

5-3-3 介護サービスの充実 5-3-4 高齢者の権利擁護 

5-3-5 自立・生活支援の充実 

5-4 

障がい者（児）福祉の充実 

5-4-1 相談支援体制の強化 5-4-2 社会参加・就労支援 

5-4-3 障がい福祉サービスの充実 5-4-4 バリアフリーのむらづくり 

5-5 

地域福祉の充実 

5-5-1 ボランティア・福祉団体等の活動支援 5-5-2 コーディネート機能の充実 

5-5-3 安全・安心の確保 5-5-4 生活困窮者支援の実施 
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5

R元 R2 R3

事業費 1,018

特定財源 0

一般財源 1,018

事業費 1,123

特定財源 433

一般財源 690

事業費 3,965

特定財源 0

一般財源 3,965

事業費 9,718

特定財源 4,243

一般財源 5,475

事業費 27,844

特定財源 1,819

一般財源 26,025

事業費 2,845

特定財源 0

一般財源 2,845

事業費 68,215

特定財源 616

一般財源 67,599

健康推進課 9継続 予防接種事業

予防接種法に基づき、乳幼児期（ヒブ、肺炎球菌、Ｂ型肝炎、ＢＣＧ、四種混合、水痘、麻しん風しん、日本脳炎）
を実施する。
児童生徒に対しては二種混合、日本脳炎を実施する。
高齢者においては、65歳以上に対してｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種の助成を行う。また、令和５年度までは、65歳以上の
５歳刻みの年齢に対し、接種券を配布し、高齢者肺炎球菌の予防接種を行う。

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 保健・医療・福祉

基本目標 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

健康づくり推進協議会を開催し、各種委員とともに西郷村健康増進計画や事業内容の協議を行い、事業展開す
ることにより、村民の意見を反映する。
健康づくり推進員に対し、各種研修会を行うことにより、健康づくり推進員自らの健康への意識を向上し、地域
の意識啓発につなげる。

健康推進課 1

継続

健康推進課

健康管理システム事業
健康管理システムより、住民健（検）診等に関する結果を経年的に管理し、疾病の早期発見、早期治療につな
がるようにする。

継続
健康づくり事業（健康増進・保健
衛生総務費）

健康づくり推進（栄養・食生活・運動）事業として、運動習慣を定着させ動機付けとして各種教室を開催
また、栄養面からも指導し相乗効果を図る。

健康推進課 2

健康推進課 3

継続 健康づくり事業

5-1 健康づくりの推進

5-1-1 健康づくりの推進

5-1-2
生活習慣病予防・がん
対策の推進

5-1-5 感染症予防の推進

継続

からだの学校事業

白河総合診療ｱｶﾃﾞﾐｰとの共同事業
住民の健康行動を「からだの連絡帳」に記入してもらい、データーとして読み込み、アドバイスを受ける。自分の
生活習慣を振り返ることができ、生活習慣改善の行動変容ができる。
課外授業として医師による講演会や運動教室や調理実習を実施し健康についての学びの場を提供する。

5

継続 保健福祉センター管理費 施設内の清掃業務や維持管理業務の委託等を実施し、保健福祉センターの維持管理に努める。 健康推進課 4

継続 住民健診事業

・集団検診及び医療機関で行う個別検診の実施
　（胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん、子宮頸がん、骨粗しょう症、結核、肝炎ウイルス、前立腺がん）
・健（検）診機会及び健（検）診項目の拡充を図るために、節目年齢での人間ドック・脳ドックを実施
・検診未受診者に対する受診勧奨の実施
・精密検査対象者への受診勧奨及び精密検査未受診者への再受診勧奨の実施

健康推進課 6
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第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 保健・医療・福祉

基本目標 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 7,161

特定財源 0

一般財源 7,161

事業費 9,672

特定財源 0

一般財源 9,672

事業費 21,500

特定財源 6,300

一般財源 15,200

事業費 103,820

特定財源 70,500

一般財源 33,320

事業費 127,380

特定財源 3,060

一般財源 124,320

事業費 40,700

特定財源 28,500

一般財源 12,200

事業費 9,352

特定財源 5,627

一般財源 3,725

事業費 17,647

特定財源 0

一般財源 17,647

5-3 高齢者福祉の充実 5-3-1
社会参加・生きがいづ
くり

5-2-1 地域医療体制の強化

5-2-1 地域医療体制の強化

後期高齢者医療制度
への支援

19

16

○介護予防普及啓発事業
・お元気運動教室：村内の事業所に委託し、健康運動指導士等が運動器の機能向上に向けたストレッチや有酸素運動、体操
など筋力アップのための器具を用いた運動教室を指導する教室を実施。
・いきいき教室：事業所に委託し、ストレッチや有酸素運動、器具等を用いた運動などを行うことにより日常生活に必要な筋力
を身につけるための指導や訓練を行う。
○地域介護予防活動支援事業
・シニア健康教室：ストレッチや有酸素運動、体操など筋力アップのための家庭で出来る運動について、専門職を依頼し指導を
行う教室を実施。実施は行政区単位で、地域住民が顔見知りの仲間と集い、自ら介護予防事業に取り組む自主グルーブの運
営を目指す。

健康推進課 17

後期高齢者医療事業費（特別会
計繰出金）

保険料の賦課・徴収・資格異動等に係る事務費、並びに低所得者等について、保険料軽減制度により軽減され
た保険税を都道府県と、市町村が負担するため、一般会計から後期高齢者特別会計へ繰出を行う。
　後期高齢者医療制度に加入する被保険者の各種申請、届出業務の受付、制度に関する広報、相談、保険証
の引き渡し、保険料の徴収を実施。

住民生活課

健康推進課

継続 一般介護予防事業

継続 敬老会諸費

・敬老会開催事業（多年にわたり社会に貢献してきた高齢者を敬愛し、長寿を祝う。また、高齢者の福祉につい
ての関心と理解を深め、かつ、高齢者が自らの生活の向上に努める意欲を高めるための契機とする。）
・敬老祝金支給事業（毎年９月１５日において西郷村に１年以上住所を有する年齢７５歳以上の者に5,000円を
支給する）
・百歳高齢者賀寿事業（村内に住所を有し、満百歳の誕生日を迎えた者に100,000円を支給する）

5-2-3 適正受診の促進

5-2-4
国民健康保険制度へ
の支援

継続
社会福祉総務費（国民健康保険
特別会計繰出金）

保険基盤安定負担金、出産育児一時金、職員給与等、その他に充てるため、一般会計より国民健康保険会計
に繰り出すもの。
市町村が繰り出した内一部を、国県が負担。または、地方財政措置（交付税）が講じられる。

住民生活課

地域医療の確保 西白河市町村会の協議で、白河医師会との契約により市町村会負担金として補助している 健康推進課

住民生活課継続
保健事業（国民健康保険特別会
計）

広報誌、ホームページ、リーフレット等により医療費に関する情報提供、意識啓発等を行い、医療の適正受診を
促進する。　また、被保険者に対し、個人毎の年間医療費（受診医療機関と、医療費、一部負担金等）をお知ら
せし、内容について誤りがないか自ら確認をしていただくとともに、ジェネリック医薬品への切り替え差について
も対象者にお知らせし医療費低減に協力を願う。併せて特定健康診査の受診率を上げることで、生活習慣病関
連疾病等の早期発見を行い、特定保健指導を実施することで事前予防、適正受診へとつなげる。

14

継続
後期高齢者医療事業費（事務
費）

後期高齢者医療保険料の徴収及び被保険者証の交付、各種申請・届出の受付事務 住民生活課 15

10

13

11

継続

継続 第二次救急医療運営費
・白河地方病院群輪番制病院に白河広域市町村圏市町村が財政支援する。
・西白河管内の２ヶ所の私的病院に対して補助金を利用し、医師確保をして救急医療の支援体制を整備する。

継続

5-2-5

5-2 医療の充実

5-2 医療の充実

健康推進課
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第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 保健・医療・福祉

基本目標 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 7,483

特定財源 0

一般財源 7,483

事業費 7,390

特定財源 0

一般財源 7,390

事業費 1,324

特定財源 170

一般財源 1,154

事業費 3,644

特定財源 0

一般財源 3,644

事業費 25,760

特定財源 20,801

一般財源 4,959

事業費 1,736

特定財源 1,736

一般財源 0

事業費 2,643

特定財源 2,643

一般財源 0

事業費 2,438

特定財源 1,969

一般財源 469

5-3-1
社会参加・生きがいづ
くり

5-3 高齢者福祉の充実

地域包括ケアシステム
の充実

5-3-2

健康推進課 21

継続 老人クラブ補助事業 西郷村老人クラブ連合会の活動に要する経費に対して予算の範囲内で助成する。 健康推進課 22

継続 外出支援サービス事業

25

27継続
包括的支援事業・任意事業費
包括的支援事業

◇包括的支援事業
社会福祉法人　西郷村社会福祉協議会に包括支援センター事業を業務委託し、以下の包括的支援事業を実施
する。
・介護予防ケアマネジメント事業　・総合相談・支援事業　・権利擁護事業　・包括的・継続的ケアマネジメント支
援事業

健康推進課

継続
包括的支援事業・任意事業費
任意事業

◇介護給付等費用適正化事業：要介護被保険者のサービス受給者に年に1回、前年度の介護給付費通知書を送付し、サービ
スの請求状況及び費用等について通知する。
◇さわやか訪問収集事業：安否確認を目的として、特定の理由により家庭ごみを所定のごみ収集所まで搬出することが困難
な者に対し、ごみの訪問収集を行う。
◇高齢者成年後見制度利用支援事業：判断能力が十分でない認定証高齢者等に対して成年後見制度利用に係る費用を助
成する。
◇家族介護慰労金：要介護4・5で市町村民税非課税世帯の在宅高齢者を過去1年間介護保険サービスを利用せず介護して
いる家族に10万円を上限に支給する。

健康推進課 28

継続 29

30

継続 高年齢者就業機会確保事業
働く意欲のある高齢者の能力や経験を活用できる就業の場を確保するための事業を実施する公益社団法人白
河・西郷広域シルバー人材センターに対し運営費の一部を補助する。

健康推進課

包括的支援事業・任意事業費
包括的支援事業（社会保障充実
分）

◇生活支援体制整備事業：高齢者の生活支援等サービスの体制整備に向けて、資源の開発及び人材の育成等を推進することを目的に、定期
的な情報共有及び連携強化の場として生活支援協議体を設置・運用する。（第１層協議体：村全体で１つ／第２層協議体：北・中・南部に各１ヶ所
ずつ）　◇認知症総合支援事業：認知症地域支援・ケア向上事業として、認知症の人とその家族、地域住民、専門職が集い、認知症の人を支え
る繋がりを支援し、認知症の人の家族の介護負担の軽減等を図るため、「認知症カフェ」等を設置し、各種取り組みを行う。また、認知症に関する
正しい知識の普及・啓発等を目的に「認知症サポーター」を養成する為、様々な年齢層に対し養成講座を行う。　◇地域ケア会議推進事業：包括
的・継続的ケアマネジメント業務の効果的な実施のために、関係者により構成する各種「地域ケア会議」を設置・開催し、個別ケースから地域課
題を検討する場までを一体的に取り組めるような体制づくりを整える。

継続
包括的支援事業在宅医療・介護
連携推進事業

継続 高齢者温泉無料開放事業
７０歳以上の村民に無料証明書を発行し、無料送迎バスを月２回運行し、健康推進の支援をする。
さらに、西郷村温泉健康センター（ちゃぽランド西郷）利用料の高齢者減免分を負担する。

健康推進課 20

健康推進課

健康推進課◇在宅医療・介護連携推進事業
一般社団法人　白河医師会に在宅医療・介護連携推進事業を業務委託することにより実施する。

週に１回の通院・買い物の外出を支援する。3地区（北部・中部・南部）に分けて実施をしている。なお、運転業務
委託と車両の賃貸借契約をしている。
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第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 保健・医療・福祉

基本目標 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 16,340

特定財源 0

一般財源 16,340

事業費 15,197

特定財源 14,193

一般財源 1,004

事業費 34,708

特定財源 34,708

一般財源 0

事業費 1,090,768

特定財源 1,090,768

一般財源 0

事業費 17,757

特定財源 17,757

一般財源 0

事業費 1,079

特定財源 0

一般財源 1,079

事業費 1,046

特定財源 1,046

一般財源 0

事業費 56,948

特定財源 56,948

一般財源 0

継続 運用事業費

◇介護保険事業を円滑に運営するため事業計画策定、運営協議会等を開催し介護保険の保険者として、給付
費の見込や地域密着型サービス事業所の指定、介護サービス事業者に対する支援等を行う。
◇介護保険システムの機器借り上げや保守、システム改修等を行い介護保険法の改正に対応した迅速な事務
処理を行う。
◇事業所への運営の支援や、質の高いサービスを提供できるよう指導監督を行う。
◇ケアプラン等が本人重視の適正なものになっているかなど指導監督を行う。

健康推進課 32

31

健康推進課

６５歳年齢到達者、転入者等を正確に把握し、被保険者証を交付し、また被保険者資格の取得に伴う介護保険
料の賦課を的確に行う。

健康推進課

継続
介護給付　介護予防サービス等
諸費

要支援認定を受けた利用者が、各種サービスを利用した場合に、本人負担は1～3割、残り7～9割を保険給付
する。
介護事業者から適正な請求がされるように、実地指導を行う。

健康推進課

継続 第１号被保険者保険料還付事業
過年度の６５歳以上の死亡者、転出者等を正確に把握し、被保険者資格の喪失に伴う介護保険料の還付を行
う。

健康推進課 37

継続
特定入所者介護予防・介護サー
ビス事業

【制度】介護保険３施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）やショートステイを利
用する方の食費・部屋代について、本人負担が原則であるが、低所得の方については、食費・部屋代の負担軽
減を行う。【業務】利用者より介護保険負担限度額認定申請書を提出してもらい、世帯の課税状況等を確認し、
認定または却下の決定通知書（および認定者には認定証）を本人に送る。認定された要介護者が、施設、
ショートステイを利用したとき、食費・居住費について補足給付として特定入所者介護（介護予防）サービス費を
支給する。

健康推進課 39

介護予防・生活支援サービス事
業・介護予防ケアマネジメント事
業

要支援認定者及び事業対象者が、各種サービスを利用した場合に、本人負担は1～3割、残り7～9割を保険給
付する。
介護事業者から適正な請求がされるように、実地指導を行う。

継続 賦課徴収費

継続 介護給付　介護サービス等諸費
要介護認定を受けた利用者が、各種サービスを利用した場合に、本人負担は1～3割、残り7～9割を保険給付
する。
介護事業者から適正な請求がされるように、実地指導を行う。

継続
一般管理費（介護保険事業、地
域支援事業）

◇介護保険事業を円滑に運営するため事業計画策定、運営協議会等を開催し介護保険の保険者として、給付
費の見込や地域密着型サービス事業所の指定、介護サービス事業者に対する支援等の事務を行う。
◇介護保険システムの機器借り上げや保守、システム改修等を行い介護保険法の改正に対応した迅速な事務
処理を行う。
◇事業所への運営の支援や、質の高いサービスを提供できるよう指導監督を行う。
◇ケアプラン等が本人重視の適正なものになっているかなど指導監督を行う。

健康推進課

5-3-3 介護サービスの充実

33

健康推進課 34

35

36

継続

5-3 高齢者福祉の充実
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5

5

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 保健・医療・福祉

基本目標 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 21,029

特定財源 21,029

一般財源 0

事業費 17,854

特定財源 0

一般財源 17,854

事業費 3,952

特定財源 3,952

一般財源 0

事業費 6,564

特定財源 0

一般財源 6,564

事業費 3,750

特定財源 0

一般財源 3,750

事業費 207,057

特定財源 1,341

一般財源 205,716

事業費 12,161

特定財源 0

一般財源 12,161

事業費 8,910

特定財源 0

一般財源 8,910

46

40

継続 認定調査費
介護保険法による要介護認定・要支援認定申請者の要介護度を審査判定するにあたり、審査会資料となる認
定調査実施と申請者の主治医に対して意見書の提出を求め、その状況をあわせてコンピュータ判定を行ない
（一次判定）、その結果を二次判定となる審査会に諮る。

健康推進課 42

継続
寝たきり等高齢者紙おむつ支給
事業

平成29年度より要綱を改正し、介護度に応じた利用類型を4つに区切り、支給限度基準額についても変更を
行った。また、新たに利用対象者に総合事業対象者を加えた。
最重度：5,800円　重度：4,200円　中度：2,500円　軽度：1,000円（１割自己負担）

健康推進課 44

継続 高額医療合算介護サービス等費
各医療保険における世帯内で医療及び介護の両制度における本人負担額の合算額(年額)が一定額を超える
場合に、高額医療合算介護サービス費または高額医療合算介護予防サービス費を支給する。

60

継続 高額介護サービス等費
要介護被保険者が利用したサービスの本人負担額（月額）が一定額（所得区分に応じて15,000円～44,400円/
月）を超える場合に、高額介護サービス費または高額介護予防サービス費を支給する。

健康推進課

45

事務費繰出し金：介護保険事業の運営に要する人件費や事業費（総務費および公債費）を介護保険特別会計
へ繰出しを行う。介護給付費等繰出金：介護給付費や地域支援事業に要する経費の村負担分について、一般
会計から介護保険特別会計に繰出しを行う。精算については翌年度に行う。
※地域支援事業（介護予防事業、包括的支援事業等）及び指定介護予防支援事業（地域包括支援センタ－の
介護予防プラン作成事業）に対する繰出し金については、平成１８年度から繰出が行われている。

健康推進課

地域支え合い体制づくり事業
村内に西郷村高齢者トータルサポートセンターを３か所設置し、高齢者の福祉の総合窓口とし高齢者の総合的
な支援を行う。現在、北部・中部・南部地区と事務取扱協定を結び交付金を交付している。

健康推進課 61

継続 見守り安心ネットワーク事業
緊急通報主装置、ペンダント型送信機、見守りセンサー、火災警報器等を貸与することにより、24時間体制で急
病、火災、事故等の緊急時に迅速かつ適切な対応を行うとともに、村、地域包括支援センター、民生委員その
他の協力機関が連携して高齢者等の見守り等を実施する。

要介護等高齢者介護者激励金
支給事業

在宅で６箇月以上要介護等高齢者等を介護している者に激励金（25,000円）を支給

健康推進課

継続 介護保険事業特別会計繰出金

継続

継続

健康推進課

健康推進課 43

5-3-5 自立・生活支援の充実

5-3 高齢者福祉の充実

5-3-3 介護サービスの充実
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5

5

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 保健・医療・福祉

基本目標 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 1,445

特定財源 0

一般財源 1,445

事業費 1,260

特定財源 0

一般財源 1,260

事業費 4,000

特定財源 1,400

一般財源 2,600

事業費 2,090

特定財源 2,090

一般財源 0

事業費 4,167

特定財源 465

一般財源 3,702

事業費 311,300

特定財源 233,475

一般財源 77,825

事業費 18,162

特定財源 13,110

一般財源 5,052

事業費 23,502

特定財源 11,676

一般財源 11,826

67継続 基本相談支援事業

福祉サービス及び保健医療サービスの利用援助、福祉機器の利用助言その他の社会資源を活用するための
支援、社会生活力を高めるための支援、障がい者自身がカウンセラーとなって行うピアカウンセリング、権利の
擁護のために必要な援助、専門機関の紹介、法に基づく障害支援区分認定調査業務、地域自立支援協議会の
運営等、その他在宅障がい者の自立と社会参加の促進に必要な支援

福祉課

64

健康推進課 66継続

継続 高齢者福祉台帳整備事業
65歳以上の高齢者の実態調査をもとに、家屋台帳システムを利用し、その人ひとりひとりの高齢者福祉サービ
スの利用状況や身体状況等についての内容を記載する高齢者福祉台帳を作成し、実態把握をする。

健康推進課 62

継続 デイサービスセンター費
村の指定管理である社会福祉協議会が行うデイサービスふれあいの家及びやすらぎの家の利用者を送迎する
車を村が賃貸し、安心安全に送迎ができるよう支援を行う。なお、指定管理料については0円である。

健康推進課

重度障がい者支援事業 重度心身障がい者医療費補助事業・在宅重度障がい者対策事業・人工透析患者通院交通費補助事業 福祉課 75継続

継続 自立支援給付事業 介護給付、訓練等給付、地域相談支援給付、計画相談支援給付、自立支援医療、補装具などを支給する。 福祉課 73

継続 地域生活支援事業

高齢者にやさしい住まいづくり助
成事業

手すりの取付、段差解消、和式便器から洋式便器への取替え等の住宅改修工事費を助成する。助成の金額は
180,000円を限度とし、限度額に達するまで利用することができる。なお、自己負担額については所得に応じて、
住宅改修費の1割又は2割又は3割となる。

5-3 高齢者福祉の充実 5-3-5 自立・生活支援の充実

障害者等に対する理解を深めるため研修・啓発事業、障害者等やその家族、地域住民等が自発的に行う活動
に対する支援事業、障害者等、障害児の保護者等からの相談に応ずるとともに、必要な情報の提供等を行う事
業、成年後見制度の利用に要する費用を支給する事業、成年後見制度における法人後見の活動を支援するた
めの研修等を行う事業、手話通訳者の派遣等を行う事業、日常生活用具の給付又は貸与、手話奉仕員の養成
を行う事業、障害者等の移動を支援する事業及び障害者等を通わせ創作的活動等の機会の提供を行う。

福祉課 74

継続 社会福祉総務費 各制度による事務費及び報酬、事務システム導入、消耗品費の購入 福祉課 72

5-4-1 相談支援体制の強化

5-4
障がい者福祉等の
充実

5-4-3
障がい福祉サービス
の充実
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5

5

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 保健・医療・福祉

基本目標 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 99,700

特定財源 74,625

一般財源 25,075

事業費 33,268

特定財源 0

一般財源 33,268

事業費 2,707

特定財源 0

一般財源 2,707

事業費 4,811

特定財源 2,499

一般財源 2,312

継続 災害援護資金事業
災害弔慰金の支給等に関する法律及び災害弔慰金の支給等に関する法律施行令の規定に準拠し、自然災害
により被害を受けた世帯の世帯主に対する災害援護資金の貸付けを行う。

福祉課 84

継続 障がい児通所支援事業 児童発達支援・放課後等ディサービス・保育所等訪問 福祉課 76

継続 西郷村福祉委員会運営事業 本村の社会福祉事業の推進 福祉課 82

西郷村社会福祉協議会運営事
業

本村の社会福祉事業の推進 福祉課 80

5-5 地域福祉の充実

5-5-1
ボランティア・福祉団
体等の活動支援

継続

5-5-4
生活困窮者支援の実
施

5-5 地域福祉の充実 5-5-2
コーディネート機能の
充実

5-5 地域福祉の充実

5-4
障がい者福祉等の
充実

5-4-3
障がい福祉サービス
の充実
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基本目標６ 自然と共生し、環境にやさしいむらづくり 

（分野：環境保全） 

村の誇りであり自慢である豊かで美しい自然と共生し、環境にやさしいむらをつくるために、村民や地域、企業等における自然環境保全活

動や資源循環型社会の形成に向けた積極的な取り組みを促進するとともに、地域資源を活用した再生可能エネルギーの導入を促進します。 

 

基本施策 施       策       名 

6-1 

自然環境の保全と共生 
6-1-1 環境保全活動の活性化 6-1-2 環境教育の推進 

6-2 

循環型社会の推進 
6-2-1 ごみの減量化の促進 6-2-2 ごみ・し尿の適正処理 

6-3 

低炭素社会の実現 
6-3-1 省エネルギーの促進 6-3-2 再生可能エネルギーの普及促進 
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6

6

R元 R2 R3

事業費 3,764

特定財源 937

一般財源 2,827

事業費 13,658

特定財源 0

一般財源 13,658

事業費 4,777

特定財源 20

一般財源 4,757

事業費 157,476

特定財源 0

一般財源 157,476

事業費 46,515

特定財源 0

一般財源 46,515

事業費 7,149

特定財源 0

一般財源 7,149

事業費 3,600

特定財源 0

一般財源 3,600

継続
白河地方広域市町村圏整備組
合負担金（し尿）

各家庭から排出されたし尿の収集運搬及び適切な処理に係る負担金の支出 環境保全課 11

継続
白河地方広域市町村圏整備組
合負担金（塵芥）

家庭ごみの収集　定期的に収集所に出された廃棄物等を回収、処理を行う。 環境保全課 10

継続 白河斎場運営事業 白河斎場の管理運営に要する費用の一部を人口割により負担する。 環境保全課 6

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 環境保全

基本目標 自然と共生し、環境にやさしいむらづくり

R元事業費
（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

継続 環境衛生費（一般）

・環境審議会
・畜犬関係事務
・村内河川の水質保全・検査・環境保全に関する負担金・補助金の支出
・赤面山を緑にする会に対する補助金の支出

環境保全課 3

継続 塵芥処理費（一般）
・不法投棄監視員によるゴミの発見及びシルバー人材センター委託による定期的な回収作業。
・資源回収団体に奨励金を交付することによるリサイクル事業の活性化。
・村内一斉清掃事業による環境美化活動

環境保全課 9

12

継続 新エネルギー事業 一般住宅の太陽光発電設備設置に対し補助を行う。 環境保全課 13

継続
二酸化炭素排出抑制対策事業
（ＬＥＤ照明導入促進事業）

環境省では、エネルギー対策特別会計を活用し、エネルギー起源二酸化炭素の排出抑制対策を強力に推進
し、2030 年度に2013 年度比26％削減する我が国の新たな温室効果ガス排出削減目標とその先の抜本的な排
出削減を着実に実行しようとしている。
地域におけるLED 照明導入促進事業（村内の防犯灯について、リース方式を活用してLED照明に更新するため
に必要な計画策定費用及び策定した計画に基づきLED照明を導入する取付け工事費用を補助）を活用する。

住民生活課

6-1-1
環境保全活動の活性
化

6-3-2
再生可能エネルギー
の普及促進

6-3
エネルギー対策の
推進

6-3-1 省エネルギーの促進

6-1 自然環境の保全

6-2-1 ごみの減量化の促進

6-2-2 ごみ・し尿の適正処理

6-2
資源循環型社会の
推進
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基本目標７ 安全が守られ、災害に強いむらづくり 

（分野：防犯・防災） 

村民及び村を訪れる人たちの安全が守られるむらをつくるために、引き続き原子力災害からの復旧・復興への取り組みの推進や防災基盤の

強化を図るとともに、関係機関の連携強化及び情報共有の促進、地域活動団体や自主防災組織の活性化など、地域ぐるみで安全を守るむらづ

くりを推進します。 

 

基本施策 施       策       名 

7-1 

防災対策・消防体制の充実 

7-1-1 防災意識の啓発 7-1-2 情報伝達体制の再構築 

7-1-3 防災拠点・設備の整備 7-1-4 治山・治水対策 

7-1-5 危機管理体制の強化 7-1-6 消防体制の強化 

7-1-7 地域における防災活動支援 

7-2 

防犯・交通安全の推進 

7-2-1 防犯に対する意識啓発 7-2-2 交通安全に対する意識啓発 

7-2-3 防犯・交通安全施設の整備 7-2-4 地域で見守る体制の構築 

7-2-5 相談窓口の周知 

7-3 

原子力災害対策の推進 

7-3-1 除染・線量低減化の推進 7-3-2 復旧・復興対策 

7-3-3 健康と安全・安心の確保 
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7

7

R元 R2 R3

事業費 4,222

特定財源 0

一般財源 4,222

事業費 7,085

特定財源 0

一般財源 7,085

事業費 1,820

特定財源 0

一般財源 1,820

事業費 2,095

特定財源 0

一般財源 2,095

事業費 251,361

特定財源 4,900

一般財源 246,461

事業費 24,604

特定財源 0

一般財源 24,604

事業費 3,784

特定財源 0

一般財源 3,784

事業費 3,576

特定財源 0

一般財源 3,576

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 防災・防犯

基本目標 安全が守られ、災害に強いむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

継続 防災拠点・設備の整備
拠点づくりプロジェクト計画に基づいた災害拠点について新庁舎の基本計画を策定し、防災拠点の整備を実施
する。

企画政策課 3

9継続

消防団事業（非常備消防費、消
防団諸費、福島県市町村総合事
務組合負担金、ポンプ操法大
会）

西郷村消防団の活動に対し、活動服の貸与、必要物品の貸与、団員報酬の支給、永年にわたる勤続者への表
彰及び記念品の授与等を行う。さらに、隔年に一度消防操法大会（ポンプ車の部・小型ポンプの部）を実施し、
消防操法技術の習得、団員同士の親睦、士気の向上を図る。又、全団員が安心して消防団活動行うために福
祉共済等への加入をする。

総務課

継続 交通安全対策費（一般）

西郷村における交通安全確保並びに交通安全対策の総合的かつ計画的な推進を図り、これを強力に推進する
とともに広く村民運動を展開する。
・児童や生徒、高齢者に対し、さらなる交通安全啓発の実施。
・啓発資器材等の拡充・設置により、交通安全の確保を図る。
・啓発運動における効果的な施策の実施。

住民生活課 14

継続 消防自動車等諸費事業
消防団及び事務局が所有している消防車両等について、新規購入や修繕及び車検等を実施し、地域消防力の
向上を図る。

総務課 11

消防体制の強化

情報伝達体制の再構
築

危機管理体制の強化

継続
防災対策事業（防災対策費、水
防費）

有事の際に備えるために、必要物品の備蓄、水防資機材の購入・設置、災害協定の締結、ハザードマップ等の
印刷等を実施し、減災及び防災事業を推進する。又、隔年に一度水防団（消防団）による水防訓練を実施する。

総務課 7

継続 常備消防事業
福島県消防防災ヘリコプターの運航に伴う市町村の負担金、白河広域圏消防本部及び消防署の運営に関する
市町村の負担金、白河広域圏消防本部及び消防署が東北自動車道を利用し救急業務を行う際の支弁金を各
関係団体に負担することで、有事の際に様々な協力・支援を得ることができる。

総務課 8

現在設置されている防災行政無線（操作卓1基、遠隔操作卓3基、屋外子局9基、中継局1基、戸別受信機約
6,000基）についての保守点検、新規取付及び修繕を実施する。

総務課 2

継続
福島県総合情報通信ネットワー
ク運営事業

国、県、市町村、消防及び防災関係機関等がネットワークにより情報を共有し、有事の際の情報収集・伝達を行
うために、各市町村等に設置されている福島県総合情報通信ネットワークシステムの保守点検業務及び回線使
用料（地上回線及び衛星回線）等を負担する。

総務課 5

継続 防災行政無線事業

防災拠点・設備の整備

7-2-2
交通安全に対する意
識啓発

7-1-2

7-1-5

7-1-6

7-2
防犯・交通安全の推
進

7-1
防災対策・消防体制
の充実

7-1-3
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7

7

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 防災・防犯

基本目標 安全が守られ、災害に強いむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 2,592

特定財源 0

一般財源 2,592

事業費 2,066

特定財源 55

一般財源 2,011

事業費 33,000

特定財源 33,000

一般財源 0

事業費 13,128

特定財源 13,128

一般財源 0

事業費 3,100

特定財源 3,000

一般財源 100

事業費 2,356,118

特定財源 2,356,118

一般財源 0

事業費 1,096

特定財源 0

一般財源 1,096

・警察、各行政機関と連携し、即応性のある地域防犯活動を実施する。（地域安全・防犯）
・年々増加する山岳事故に対応できるように実態に即した訓練計画の立案並びに協議会内の迅速な連絡体制
の確立。（山岳救助）
・自衛官募集広報を実施する。（自衛官募集事務、自衛隊父兄会・協力会）
・車両等備品の整備点検を実施する。（庶務）

住民生活課 18

継続 交通安全施設費（臨時） カーブミラー及び防犯灯の設置 住民生活課 16

継続 諸費（一般）

農業系廃棄物仮置場復旧工事。 産業振興課 19新規 農業系汚染廃棄物処理事業

継続
ふくしまプライド販売力強化支援
事業（旧：ふくしまの恵み販売力
強化事業）

県内外で販売会を実施し、消費者との対面販売の機会を設けることにより、県内農産物等の安心・安全のPR、
風評払しょく。

産業振興課 21

継続
福島県営農再開支援事業（塩化
カリ配布）

塩化カリウム資材配布。 産業振興課 20

環境省除染関係ガイドライン及び福島県除染業務に係る技術指針等に基づき、西郷村が策定した西郷村除染
実施計画により住宅、公共施設及び道路等の除染実施を行う。

環境保全課 22

継続
情報通信技術利活用事業(モニ
タリングシステム維持）

村から受託された事業者が機器点検・管理及び校正などの業務を実施 環境保全課 23

継続
放射性物質除染対策事業(仮置
場復旧）

7-3-1
除染・線量低減化の推
進

7-3-2 復旧・復興対策

7-2-5 相談窓口の周知

7-2-4
地域で見守る体制の
構築

7-3
原子力災害対策の
推進

7-2
防犯・交通安全の推
進
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7

R元 R2 R3

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 防災・防犯

基本目標 安全が守られ、災害に強いむらづくり

基本施策 個別施策 区分 事業名 事業概要
R元事業費

（千円）

事業計画
担当課

事業
番号

事業費 2,420

特定財源 2,420

一般財源 0

事業費 13,481

特定財源 1,070

一般財源 12,411

事業費 4,224

特定財源 4,224

一般財源 0

事業費 1,035

特定財源 0

一般財源 1,035

事業費 3,465

特定財源 3,465

一般財源 0

自家用消費野菜の放射性物質検査及び、村内の空間線量率を臨時職員等により測定し、得られた結果につい
て職員が広報・ホームページの更新を行う

環境保全課 24継続 情報通信技術利活用事業

健康推進課 28継続
放射線被ばく線量管理データ
ベース・解析事業

外部被ばく線量の測定（乳幼児～中学生）、学校保健血液検査、内部被ばく検査等、個人の放射線に関する検
査結果を経年的に管理する。

環境保全課 25

継続 放射線健康対策事業
乳幼児、小中学生において、個人線量計（ガラスバッジ）を配布事業
放射線への不安のある村民に対する電子線量計貸出事業

健康推進課 26

継続 農産物放射性物質検査事業
住民等が村に持参した農産物等について、放射性物質検査機器９台を用い、検査に係る業務を委託した事業
者から報告を受けたものについて、持参者に通知する

継続 内部被ばく検査事業
医療機関においての内部被ばく検査（ＷＢＣ）
　・白河厚生総合病院
　・震災復興支援放射能対策研究所

健康推進課 27

健康と安全・安心の確
保

7-3-2 復旧・復興対策

7-3
原子力災害対策の
推進

7-3-3
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基本目標８ 共に考え、協働するむらづくり 

（分野：行財政運営） 

協働によるむらづくりを推進するため、村民と行政がむらづくりにおける課題と目指すべき方向性を共有しながら、財政状況に応じて選択と集中

による効果的かつ効率的な行財政運営を進めることにより、健全なむらづくりの推進と行政サービスの向上を図ります。 

 

基本施策 施       策       名 

8-1 

協働によるむらづくりの推進 

8-1-1 情報共有・情報発信 8-1-2 多様な活動主体との連携 

8-1-3 村民参画機会の拡充 

8-2 

持続可能なむらづくりの推進 

8-2-1 効果的・効率的な施策・事業の推進 8-2-2 健全な財政運営 

8-2-3 広域連携の推進 
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8

8

R元 R2 R3

事業費 7,859

特定財源 579

一般財源 7,280

事業費 1,737

特定財源 1,687

一般財源 50

事業費 7,575

特定財源 130

一般財源 7,445

事業費 12,772

特定財源 0

一般財源 12,772

事業費 3,460

特定財源 0

一般財源 3,460

事業費 5,047

特定財源 0

一般財源 5,047

事業費 86,339

特定財源 28

一般財源 86,311

事業費 6,645

特定財源 1

一般財源 6,644

事業費 16,124

特定財源 0

一般財源 16,124

住民団体等が地域の課題解決やまちの活性化を図るため、自主的なまちづくり活動や、公益的活動を行う住民
団体等に対し、西郷村「人と地域の絆づくり」推進補助金を交付する。

総務課 9

効果的・効率的な施
策・事業の推進

16企画政策課

議会事務局

10議会事務局

8-2
持続可能なむらづく
りの推進

8-2-1

事業概要

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 行財政運営

基本目標 共に考え、協働するむらづくり

事業計画
担当課

事業
番号

R元事業費
（千円）

基本施策 個別施策 区分 事業名

8-1

1文書広報事業

村の広報紙「広報にしごう」は、行政区配布月の各2回目に月1回（24ページ）発行、配布している。村のホーム
ページを平成27年度にリニューアルしトップページに必要な情報を集約した。また、コンテンツマネジメントシステ
ムにより、担当課が継続的に担当ページを更新ができる。同年度導入したクラウド型配信サービス「ブラストメー
ル（メールマガジン）」は、高速配信や大量配信に強く、緊急時の複数同時メール配信など安定した情報サービ
スが提供できる。広聴部門では、各行政区や団体からの要望により「行政座談会」を開催し住民が意見や要望
を聞くと同時の村の施策への協力依頼を行う。

総務課

企画費
・ニシゴーヌなどを生かした地域づくり
・地方創生有識者会議等の会議、委員会等の運営
・振興計画等の各種計画策定事業及び実施状況管理

企画政策課 7

地域住民による自主的な活動及び地域の活性化を支援する体制づくり 総務課 88-1-3

協働によるむらづく
りの推進

村民参画機会の拡充

継続

継続

継続

ふるさと納税管理費

・ふるさと納税制度は、「生まれ育ったふるさと」、「応援したい自治体」等に寄附を行う制度。
・西郷村外に在住の方で5,000円以上寄附された方にふるさと産品を贈呈。
・寄附者は確定申告等の手続きにより所得税の還付、個人住民税の控除が受けられる。

継続 委員会費

①会議（本会議、臨時会等）の運営補佐②議員報酬、議員期末手当、議長交際費の支出、議長会・議員共済会
との連絡調整等③議長会・議員研修への参加・各種調査。

①議員研修会や視察等の随行②図書・事務消耗品の購入。③本会議等の会議録作成、インターネット中継や
映像配信業務等

議員諸費

議会費（一般）

継続

8-1-1 情報共有・情報発信

11

議員の質の向上。
議会運営委員会、各常任委員会（総務常任委員会、産業建設常任委員会、文教厚生常任委員会）による各所
掌・所管事務調査等に要する諸経費の支出
議員全体事業研修に要する諸経費の支出
政務活動費の支出

議会事務局 12

各種統計調査事業（その2）
各府省所管行政に必要な統計を作成するため、国が企画業務を担当し、地方公共団体が調査対象の選定、統
計調査員の指導監督、調査区の設定、調査票の配布・回収。審査集計などの実査事務を担当する。

企画政策課 5

継続

継続

継続

行政区諸費（行政区諸費、行政
区長会補助金、行政区広報費）

新規 人と地域の絆づくり推進補助金
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8

R元 R2 R3

事業概要

第四次西郷村総合振興計画　第三次実施計画

分野 行財政運営

基本目標 共に考え、協働するむらづくり

事業計画
担当課

事業
番号

R元事業費
（千円）

基本施策 個別施策 区分 事業名

事業費 1,300

特定財源 0

一般財源 1,300

8-2-3 広域連携の推進 継続
東北自動車道西郷バスストップ
利用促進対策事業

・高速バス利用促進に資する事業の展開や施設の維持管理に関する事業を実施する。 企画政策課 47
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